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洪
武
初
年
の
海
外
貿
易

　
　
　　
　
　
　
　
　

朝
貢
・
海
禁
体
制
前
史　
　

中　

島　
　

楽　

章

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

洪
武
年
間
に
成
立
し
た
明
朝
の
朝
貢
・
海
禁
体
制
は
、
①
人
民
の
海
外
渡
航
の
禁
止
、
②
海
外
商
船
の
中
国
来
航
の
禁
止
、
③
海
外

通
商
の
朝
貢
貿
易
へ
の
限
定
、
と
い
う
三
要
件
が
完
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
た
だ
し
洪
武
年
間
に
、
①
〜
③
の
措
置
が
い

か
な
る
時
期
に
、
い
か
な
る
プ
ロ
セ
ス
で
、
い
か
な
る
政
策
意
図
の
も
と
で
施
行
さ
れ
た
の
か
は
、
史
料
的
限
界
に
よ
り
必
ず
し
も
明

確
で
は
な
い
。

　

洪
武
年
間
に
お
け
る
朝
貢
・
海
禁
体
制
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
大
隅
晶
子
・
佐
久
間
重
男
・
曹
永
和
な
ど
の
専
論
が
あ
り
）
1
（

、
近

年
で
は
、
檀
上
寛
が
そ
の
成
立
過
程
を
詳
論
し
て
い
る
。
檀
上
は
洪
武
七
（
一
三
七
四
）
年
の
市
舶
司
廃
止
に
よ
り
、
海
外
貿
易
を
朝
貢

貿
易
に
限
定
す
る
「
海
禁
＝
朝
貢
シ
ス
テ
ム
」
が
成
立
し
た
と
説
き
、
そ
の
目
的
は
貿
易
統
制
に
よ
る
自
然
経
済
の
維
持
と
、
朝
貢
関

係
を
通
じ
た
国
際
秩
序
の
確
立
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
）
2
（

。
さ
ら
に
最
近
、
岩
井
茂
樹
は
海
禁
体
制
の
成
立
過
程
を
対
日
関
係
の
推
移
を
基

軸
に
再
検
討
し
、
日
本
と
の
外
交
関
係
悪
化
の
結
果
、
洪
武
十
四
（
一
三
八
一
）
年
に
対
日
経
済
制
裁
の
手
段
と
し
て
全
面
的
海
禁
が
施

三
四
五
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行
さ
れ
、
海
外
貿
易
を
朝
貢
貿
易
に
一
元
化
す
る
「
朝
貢
一
元
体
制
」
が
確
立
し
た
と
論
じ
る
。
岩
井
は
海
禁
政
策
に
は
自
然
経
済
の

維
持
と
い
う
意
図
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
目
的
は
あ
く
ま
で
対
日
断
交
と
経
済
制
裁
の
徹
底
に
あ
っ
た
と
み
な
す
）
3
（

。

　

一
方
、
朝
貢
・
海
禁
体
制
確
立
以
前
の
海
外
貿
易
に
つ
い
て
は
、
檀
上
は
洪
武
元
（
一
三
六
八
）
年
前
後
の
海
禁
施
行
後
も
、
市
舶
司

が
存
続
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
正
規
の
手
続
を
経
れ
ば
国
際
貿
易
は
許
さ
れ
て
お
り
、
洪
武
七
年
の
市
舶
司
廃
止
に
よ
り
民
間
の
海
外

貿
易
が
禁
じ
ら
れ
た
と
説
く
。
ま
た
岩
井
も
洪
武
初
年
に
実
際
に
外
国
商
船
に
よ
る
貿
易
が
行
わ
れ
た
若
干
の
事
例
を
紹
介
し
、
市
舶

司
管
理
の
も
と
で
民
間
貿
易
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
岩
井
は
、
洪
武
七
年
の
市
舶
司
廃
止
後
も
な
お
民
間
の

海
外
貿
易
は
許
さ
れ
て
お
り
、
洪
武
十
四
年
の
海
禁
強
化
に
よ
り
、
民
間
貿
易
も
全
面
的
に
禁
じ
ら
れ
た
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。

　

檀
上
や
岩
井
の
研
究
に
よ
り
、
朝
貢
・
海
禁
体
制
成
立
に
い
た
る
政
治
過
程
の
議
論
は
大
き
く
深
化
し
た
。
た
だ
し
民
間
貿
易
の
全

面
禁
止
に
い
た
る
過
程
と
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
な
お
理
解
が
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
海
外
貿
易
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
若

干
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
全
体
像
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
一
方
、
榎
本
渉
は
各
種
の
日
本
史
料
に
よ
り
、
洪
武
初

年
に
は
禅
僧
な
ど
が
し
ば
し
ば
商
船
に
同
乗
し
て
日
明
間
を
往
来
し
て
お
り
、
日
明
間
の
民
間
貿
易
は
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
）
4
（

。
以
下
、
本
稿
で
は
洪
武
七
年
の
市
舶
司
廃
止
に
い
た
る
海
外
貿
易
の
実
態
を
、『
太
祖
実
録
』
な
ど
の
明
朝
史
料
に
加
え
、
高
麗

史
料
や
日
本
史
料
も
活
用
し
、
さ
ら
に
東
シ
ナ
海
域
の
高
麗
・
日
本
貿
易
の
ほ
か
、
南
シ
ナ
海
域
の
南
海
貿
易
の
動
向
も
含
め
て
、
全

面
的
に
再
検
討
を
試
み
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　

一　

洪
武
四
年
の
海
禁
令
の
背
景
と
そ
の
施
行

三
四
六
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洪
武
年
間
の
海
禁
令
と
し
て
、
史
料
的
に
確
認
で
き
る
も
っ
と
も
早
い
事
例
は
、
洪
武
四
（
一
三
七
一
）
の
詔
令
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

ま
ず
そ
の
前
提
と
し
て
、
元
代
に
お
け
る
海
外
貿
易
の
動
向
を
概
観
し
て
お
こ
う
）
5
（

。
元
朝
は
至
元
十
四
（
一
二
七
七
）
年
以
降
、
慶
元

（
寧
波
）・
泉
州
・
広
州
な
ど
に
市
舶
司
を
設
置
し
、
貿
易
管
理
と
関
税
徴
収
（
抽
分
）
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
一
二
九
〇
年
代
〜
一
三
二

〇
年
代
に
は
、
海
外
貿
易
の
綱
紀
粛
正
な
ど
の
た
め
、
四
回
に
わ
た
り
市
舶
司
を
廃
止
し
、
海
商
の
渡
航
を
禁
じ
た
が
、
い
ず
れ
も
一

時
的
措
置
に
す
ぎ
ず
、
二
〜
三
年
で
解
除
さ
れ
て
い
る
）
6
（

。
ま
た
元
代
に
も
南
海
諸
国
に
よ
る
朝
貢
貿
易
は
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
規
模
は

限
定
的
で
、
対
外
通
商
に
占
め
る
重
要
性
は
低
か
っ
た
。

　

東
シ
ナ
海
域
で
は
、
お
も
に
華
人
商
船
が
浙
江
の
慶
元
や
江
南
の
太
倉
と
、
日
本
・
高
麗
を
往
来
し
て
交
易
を
行
っ
た
。
至
治
三
（
一

三
二
三
）
年
に
朝
鮮
南
西
岸
で
沈
没
し
た
新
安
沈
船
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
南
シ
ナ
海
域
で
も
南
宋
に
引
き
つ
づ
き
、
華
人
商
船

が
泉
州
・
広
州
か
ら
南
シ
ナ
海
域
に
渡
航
し
、
イ
ン
ド
西
岸
の
マ
ラ
バ
ル
海
岸
ま
で
進
出
し
た
。
ま
た
ム
ス
リ
ム
な
ど
の
オ
ル
ト
ク
商

人
は
、
元
朝
政
府
や
皇
族
・
貴
族
の
資
本
提
供
を
受
け
、
南
海
産
品
の
調
達
を
担
っ
た
。
泉
州
や
広
州
に
は
多
数
の
ア
ラ
ブ
系
・
イ
ラ

ン
系
な
ど
の
商
人
が
居
留
し
、
大
規
模
な
ム
ス
リ
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
形
成
さ
れ
た
。

　

し
か
し
十
四
世
紀
中
期
に
は
元
朝
統
治
は
解
体
に
向
か
い
、
東
南
沿
岸
で
も
方
国
珍
が
慶
元
を
拠
点
に
浙
江
沿
岸
部
を
、
張
士
誠
が

平
江
（
蘇
州
）
を
拠
点
に
長
江
下
流
域
を
支
配
し
、
江
南
か
ら
華
北
へ
の
海
運
も
ほ
ぼ
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
一
方
、
張
士
誠
勢

力
は
十
七
回
、
方
国
珍
勢
力
は
五
回
に
わ
た
り
、
高
麗
に
海
路
で
使
者
を
派
遣
し
通
交
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
期
に
は
、
方
国

珍
の
乱
に
と
も
な
う
浙
江
近
海
の
混
乱
に
よ
り
、
慶
元
と
博
多
を
結
ぶ
「
大
洋
路
」
の
代
替
ル
ー
ト
と
し
て
、
福
建
か
ら
南
西
諸
島
を

北
上
し
、
肥
後
の
高
瀬
港
か
ら
陸
路
で
博
多
に
い
た
る
「
南
島
路
」
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
）
7
（

。
さ
ら
に
泉
州
で
は
、
至
正
十
七
（
一

三
四
七
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三
五
七
）
年
に
、
亦イ

ス

パ

シ

思
巴
奚
と
呼
ば
れ
る
イ
ラ
ン
系
武
装
勢
力
が
蜂
起
し
、
北
方
の
興
化
・
福
州
に
も
侵
攻
し
た
。
こ
の
叛
乱
は
、
ス

ン
ニ
派
と
シ
ー
ア
派
の
対
立
を
背
景
と
す
る
内
訌
も
誘
発
し
、
至
正
二
十
七
（
一
三
六
七
）
年
に
元
朝
の
武
将
陳
友
定
が
亦
思
巴
奚
を
鎮

圧
し
た
際
に
も
、
多
数
の
ム
ス
リ
ム
が
虐
殺
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
壊
滅
し
て
し
ま
っ
た
）
8
（

。

　

至
正
二
十
七
年
、
南
京
の
朱
元
璋
は
張
士
誠
を
滅
ぼ
し
、
方
国
珍
を
降
伏
さ
せ
、
翌
洪
武
元
年
に
帝
位
に
即
き
（
洪
武
帝
）、
明
朝
を

開
く
。
同
年
に
は
大
都
を
攻
略
し
て
元
朝
を
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
駆
逐
す
る
と
と
も
に
、
福
建
の
陳
友
定
、
広
東
の
何
真
を
平
定
し
て
中

国
沿
海
部
全
域
を
支
配
下
に
収
め
た
。
し
か
し
東
南
沿
海
で
は
、
方
国
珍
・
張
士
誠
・
陳
友
定
な
ど
の
残
党
の
活
動
が
続
き
、
倭
寇
の

侵
攻
も
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
洪
武
四
（
一
三
七
一
）
年
十
二
月
に
、
洪
武
帝
は
東
南
沿
海
の
海
防
を
統
括
し
て

い
た
呉
禎
に
次
の
よ
う
な
詔
令
を
下
し
た
。

呉
王
左
相
・
靖
海
侯
呉
禎
に
詔
し
、
方
国
珍
の
部
す
る
所
の
温
・
台
・
慶
元
三
府
の
軍
士
、
及
び
蘭
秀
山
の
田
糧
な
き
民
の
、
嘗

て
船
戸
に
充
て
ら
れ
し
者
、
凡
そ
十
一
万
一
千
七
百
三
十
人
を
籍
し
、
各
衛
に
隷
し
て
軍
と
為
さ
し
む
。
仍よ

り
て
瀕
海
の
民
に
禁

じ
、
私ひ
そ

か
に
海
に
出
づ
る
を
得
ざ
ら
し
む
）
9
（

。

す
な
わ
ち
温
州
・
台
州
・
慶
元
（
寧
波
）
の
方
国
珍
の
残
党
と
、
か
つ
て
「
船
戸
」
で
あ
っ
た
蘭
秀
山
の
海
民
、
計
十
一
万
人
以
上
を

兵
士
と
し
て
衛
所
に
編
入
す
る
と
と
も
に
、
沿
海
部
の
人
民
が
海
上
に
出
航
す
る
こ
と
も
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
史
料
上
確
認
で

き
る
明
代
最
初
の
海
禁
令
で
あ
る
。

　

そ
の
九
日
後
、
洪
武
帝
は
大
都
督
府
の
官
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
令
を
下
し
た
。

朕
、
海
道
は
外
邦
に
通
ず
可
き
を
以
て
、
故
に
嘗
て
そ
の
往
来
を
禁
ぜ
り
。
近
ご
ろ
福
建
興
化
衛
の
指
揮
李
興
・
李
春
、
私ひ
そ

か
に

三
四
八
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人
を
遣
わ
し
、
海
に
出
で
て
賈
を
行
わ
し
む
と
聞
く
。
…
…
爾な
ん
じそ
れ
人
を
遣
わ
し
て
こ
れ
に
諭
し
、
犯
す
者
あ
ら
ば
論
ず
る
こ
と

律
の
如
く
せ
よ
）
10
（

。

洪
武
帝
は
福
建
興
化
衛
の
軍
官
が
ひ
そ
か
に
海
外
密
貿
易
を
行
っ
た
こ
と
を
知
り
、
こ
う
し
た
密
貿
易
者
を
、「
律
」
に
よ
り
処
罰
す
る

こ
と
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
律
」
と
は
洪
武
元
年
に
頒
行
さ
れ
た
最
初
の
『
大
明
律
』
を
指
す
。
洪
武
元
年
律
は
現
存

せ
ず
そ
の
内
容
も
不
明
で
あ
る
が
、
海
外
密
貿
易
に
関
す
る
な
ん
ら
か
の
律
文
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
記
事
に

「
仍よ

り
て
瀕
海
の
民
に
禁
じ
」、「
嘗
て
そ
の
往
来
を
禁
ぜ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
禁
令
は
洪
武
四
年
十
二
月
が
初
発
で
は
な
く
、
す

で
に
洪
武
元
年
の
「
蘭
秀
山
の
乱
」
を
契
機
に
発
令
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
11
（

。

　

舟
山
群
島
北
部
の
蘭
秀
山
の
海
民
は
、
元
朝
に
よ
り
「
船
戸
」
に
編
成
さ
れ
、
江
南
か
ら
華
北
へ
の
海
運
を
担
っ
て
お
り
、
元
末
に

は
方
国
珍
勢
力
の
主
力
部
隊
と
も
な
っ
て
い
た
。
方
国
珍
の
投
降
後
、
洪
武
元
年
二
月
に
蘭
秀
山
の
海
民
集
団
は
明
朝
水
軍
を
襲
撃
し
、

三
月
に
は
二
百
艘
の
船
団
で
明
州
（
寧
波
）
を
攻
撃
し
た
が
撃
退
さ
れ
、
そ
の
残
党
の
一
部
は
東
シ
ナ
海
を
渡
っ
て
高
麗
に
潜
伏
し
た
。

洪
武
三
（
一
三
七
〇
）
年
に
は
、
高
麗
が
蘭
秀
山
の
残
党
百
余
人
を
明
朝
に
送
還
し
た
が
、
そ
の
後
も
方
国
珍
・
張
士
誠
の
残
党
の
活
動

は
や
ま
ず
、
倭
寇
勢
力
と
も
結
び
つ
い
て
中
国
沿
岸
部
を
脅
か
し
て
い
た
）
12
（

。
こ
の
た
め
洪
武
帝
は
あ
ら
た
め
て
海
禁
令
を
発
し
、
沿
海

民
の
航
海
活
動
を
禁
じ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

た
だ
し
従
来
の
海
禁
研
究
で
は
看
過
さ
れ
て
い
る
が
、
洪
武
四
年
十
二
月
の
海
禁
令
発
令
に
は
、
よ
り
直
接
的
な
契
機
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
遼
東
へ
の
軍
糧
海
運
問
題
で
あ
る
。
明
朝
成
立
後
も
、
遼
東
は
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
洪
武
四
年
二
月
、
元

朝
の
遼
陽
行
省
平
章
で
あ
っ
た
劉
益
が
明
朝
に
投
降
し
、
明
朝
は
遼
東
半
島
に
遼
東
衛
を
設
置
し
た
。
し
か
し
劉
益
は
ほ
ど
な
く
殺
害

三
四
九
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さ
れ
、
遼
東
一
帯
に
は
依
然
と
し
て
ナ
ガ
チ
ュ
（
納
哈
出
）
な
ど
の
モ
ン
ゴ
ル
系
勢
力
が
割
拠
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
洪
武
帝
は
呉

禎
の
艦
隊
を
遼
東
に
派
遣
し
、
軍
糧
海
運
と
城
塞
建
造
を
命
じ
た
の
で
あ
る
）
13
（

。
華
北
沿
岸
で
は
、
元
末
か
ら
倭
寇
の
活
動
が
活
発
化
し
、

江
南
か
ら
華
北
に
向
か
う
海
運
船
が
そ
の
主
要
な
標
的
と
な
っ
て
い
た
）
14
（

。
洪
武
四
年
十
二
月
の
海
禁
令
は
、
呉
禎
に
よ
る
遼
東
へ
の
軍

糧
海
運
に
際
し
、
蘭
秀
山
な
ど
の
方
国
珍
残
党
と
倭
寇
が
結
託
し
て
、
海
運
船
を
襲
撃
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
こ
う
し
て
衛
所
に
編
入
さ
れ
た
海
民
は
、
お
も
に
運
軍
と
し
て
海
運
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
）
15
（

。

　

ま
た
洪
武
五
年
九
月
に
は
、
洪
武
帝
は
戸
部
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
命
じ
た
。「
石
隴
・
定
海
に
は
旧も

と
宣
課
司
を
設
く
。
漁
舟
の
出

海
有
る
故
を
以
て
な
り
。
今
既
に
禁
有
り
。
宜
し
く
こ
れ
を
罷
め
、
民
患
と
為
る
無
か
ら
し
め
よ
）
16
（

」。
す
な
わ
ち
舟
山
群
島
の
定
海
な
ど

で
は
、
宣
課
司
が
設
置
さ
れ
漁
船
に
課
税
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、「
今
既
に
禁
有
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
洪
武
四
年
十

二
月
の
海
禁
令
を
受
け
、
漁
船
の
出
漁
自
体
が
禁
じ
ら
れ
た
た
め
、
宣
課
司
の
廃
止
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
浙
江
沿
岸
で

は
、
海
外
へ
の
密
航
の
み
な
ら
ず
、
漁
船
の
出
漁
も
禁
じ
る
と
い
う
、
厳
格
な
海
禁
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　

二　

朝
貢
貿
易
と
市
舶
貿
易

　

こ
の
よ
う
に
洪
武
初
年
に
は
、
沿
海
部
の
治
安
維
持
の
た
め
に
、
漁
船
の
出
漁
も
許
さ
な
い
と
い
う
厳
格
な
海
禁
令
が
施
行
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
一
方
、
こ
の
時
期
に
は
主
要
貿
易
港
に
市
舶
司
が
設
置
さ
れ
、
政
府
公
認
の
海
外
貿
易
は
、
朝
貢
貿
易
と
民
間
貿
易
の
双

方
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

ま
ず
洪
武
初
年
の
朝
貢
貿
易
の
動
向
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
洪
武
帝
は
即
位
直
後
の
洪
武
元
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
、
周
辺
諸
国
に

三
五
〇
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使
者
を
派
遣
し
て
朝
貢
を
う
な
が
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
洪
武
二
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
・
高
麗
・
チ
ャ
ン
パ
が
、
翌
三
年
に
は
ジ
ャ
ワ
・

西
洋
（
南
イ
ン
ド
）
が
使
者
を
派
遣
し
て
来
貢
し
た
。
つ
い
で
洪
武
四
年
に
は
日
本
・
ブ
ル
ネ
イ
・
三ザ
ー
バ
ジ
ユ

仏
斉
（
マ
レ
ー
海
域
）・
シ
ャ
ム
・

カ
ン
ボ
ジ
ア
が
、
翌
五
年
に
は
瑣チ
ヨ
ー
ラ里

（
南
イ
ン
ド
）
や
琉
球
の
中
山
王
が
来
貢
し
て
い
る
。
洪
武
六
（
一
三
七
三
）
年
以
降
は
、
チ
ベ
ッ

ト
・
西
域
方
面
な
ど
内
陸
ア
ジ
ア
か
ら
の
入
貢
も
散
見
す
る
）
17
（

。
こ
う
し
て
洪
武
五
年
ご
ろ
ま
で
に
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
の
主
要
諸
国
が

明
朝
と
朝
貢
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

周
辺
諸
国
の
朝
貢
使
節
は
、
朝
貢
品
と
回
賜
品
を
授
受
す
る
と
と
も
に
、
朝
貢
船
が
附
帯
し
た
貨
物
（
附
搭
貨
物
）
を
交
易
す
る
こ
と

も
許
さ
れ
た
。
洪
武
二
年
九
月
に
は
、
朝
貢
使
節
の
応
接
・
謁
見
儀
礼
を
定
め
る
と
と
も
に
、
附
帯
貨
物
に
対
す
る
関
税
を
免
除
し
、

明
朝
政
府
が
そ
の
六
割
を
買
い
あ
げ
る
こ
と
も
規
定
さ
れ
た
）
18
（

。
こ
う
し
た
優
遇
策
を
受
け
て
、
洪
武
初
年
に
は
各
国
の
朝
貢
船
が
免
税

措
置
を
享
受
し
て
交
易
を
行
っ
て
い
た
。
洪
武
三
十
（
一
三
九
七
）
年
に
は
洪
武
帝
自
身
が
往
事
を
回
顧
し
て
、「
洪
武
初
、
海
外
の
諸

番
は
中
国
と
往
来
し
、
使
臣
は
絶
え
ず
、
商
賈
は
こ
れ
を
便
と
せ
り
」
と
述
べ
、
朝
貢
関
係
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
同
行
商
人
に
よ
る

交
易
も
活
況
を
呈
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
）
19
（

。

　

こ
の
よ
う
に
洪
武
帝
は
朝
貢
貿
易
を
保
護
・
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
主
要
貿
易
港
に
は
市
舶
司
を
設
置
し
、
民
間
商
船
を
管
理
し
関

税
を
徴
収
し
た
。
ま
ず
即
位
直
前
の
至
元
二
十
七
年
十
二
月
に
は
、
江
南
デ
ル
タ
の
太
倉
劉
家
港
に
黄
渡
市
舶
司
が
設
置
さ
れ
て
い
る
）
20
（

。

太
倉
の
劉
家
港
は
、
元
代
に
江
南
か
ら
華
北
へ
の
海
運
基
地
と
な
り
、
張
士
誠
支
配
下
で
も
海
外
貿
易
港
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
）
21
（

。
至

正
二
十
三
（
一
三
六
三
）
年
ご
ろ
に
は
、
朱
元
璋
支
配
下
の
浙
江
山
間
部
の
商
人
も
、
浙
江
南
部
の
温
州
か
ら
劉
家
港
に
渡
航
し
、
そ
こ

で
食
塩
の
ほ
か
、「
硫
黄
・
白
藤
・
蘇
木
・
棕
毛
」
な
ど
を
調
達
し
て
い
た
と
い
う
）
22
（

。
こ
の
う
ち
硫
黄
は
日
本
・
琉
球
か
ら
の
、
白
藤
・

三
五
一
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蘇
木
・
棕
毛
は
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
慶
元
（
寧
波
）
や
泉
州
か
ら
転
送
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
十
四

世
紀
中
期
に
は
浙
江
近
海
の
混
乱
を
避
け
て
、
慶
元
に
か
わ
り
太
倉
が
日
本
と
の
通
交
の
窓
口
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
）
23
（

、
日

本
・
琉
球
産
の
硫
黄
が
直
接
に
太
倉
に
運
ば
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

つ
い
で
明
朝
が
浙
江
・
福
建
・
広
東
を
平
定
す
る
と
、
時
期
は
不
明
だ
が
、
明
州
（
寧
波
）・
泉
州
・
広
州
に
も
市
舶
司
が
設
置
さ
れ

た
。
た
だ
し
洪
武
三
年
二
月
に
は
、「
太
倉
の
黄
渡
市
舶
司
を
罷
む
。
凡
そ
番
舶
の
太
倉
に
至
る
者
は
、
軍
衛
・
有
司
を
し
て
同と
も

に
そ
の

数
を
封
籍
せ
し
め
、
京
師
に
送
赴
せ
し
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
黄
渡
市
舶
司
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
）
24
（

。
十
六
世
紀
中
期
の
鄭
暁
は
そ
の
理

由
に
つ
い
て
、「
海
夷
は
黠カ
ツ

（
狡
猾
）
に
し
て
、
京
師
に
近
づ
か
し
む
る
勿な

き
を
以
て
、
遂
に
こ
れ
を
罷
む
」
と
説
い
て
お
り
）
25
（

、
従
来
は

こ
う
し
た
記
事
に
よ
り
、
外
国
船
が
南
京
（
応
天
府
）
に
近
い
太
倉
に
入
港
す
る
こ
と
の
治
安
上
の
問
題
が
、
黄
渡
市
舶
司
廃
止
の
原
因

と
さ
れ
て
い
た
）
26
（

。
し
か
し
岩
井
茂
樹
が
論
じ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
も
太
倉
で
は
、
衛
所
官
と
地
方
官
が
外
国
船
の
積
荷
を
登
記
・
封
印

し
た
う
え
で
南
京
に
送
致
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
外
国
船
の
太
倉
来
航
自
体
が
禁
じ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
）
27
（

。

　

太
倉
市
舶
司
の
設
置
直
後
に
お
け
る
、
洪
武
帝
の
華
人
海
商
へ
の
対
応
を
示
す
記
事
と
し
て
、
太
倉
に
隣
接
す
る
嘉
定
の
文
人
王
彛い

は
、
泉
州
の
海
商
朱
道
山
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

朱
君
道
山
は
泉
州
の
人
な
り
。
宝
貨
を
以
て
海
上
を
往
来
し
、
務
め
て
信
義
あ
り
。
故
に
凡
そ
海
内
外
の
商
た
る
者
、
皆
な
推
し

て
以
て
師
と
為
す
。
時
に
両
浙
既
に
臣
附
す
る
や
、
道
山
は
首ま

ず
群
商
を
率
い
、
朝
に
入
貢
す
。
上
は
道
山
の
能
く
遠
人
の
先
と

為
る
を
嘉
納
し
、
輦れ
ん
こ
く轂
の
下
に
居
ら
し
む
。
優
游
と
し
て
詠
歌
し
、
以
て
日
月
の
末
光
に
依
り
、
遠
人
を
懐
柔
す
る
所ゆ
え
ん以
の
道
を

示
す
。
海
外
こ
れ
を
聞
き
、
皆
な
道
山
の
入
貢
の
栄
、
是か
く

の
如
き
有
る
を
知
る
。
是こ
こ

に
至
り
て
海
舶
は
龍
河
に
集
ま
り
、
遠
人
の

三
五
二
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来
り
て
、
以
て
都
城
を
望
み
宮
闕
を
瞻
あ
お
ぎ
みる
を
得
た
り
。
且
つ
人
の
中
国
の
衣
冠
礼
楽
の
盛
ん
な
る
を
見
、
相
い
与と
も

に
詠
歌
せ
る
者

は
、
啻た
だ

に
道
山
入
貢
の
栄
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
）
28
（

。

朱
道
山
は
海
上
貿
易
に
活
躍
し
た
泉
州
海
商
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
が
、
明
朝
が
成
立
す
る
と
、
海
商
た
ち
を
率
い
て
南
京
に
赴
き
入
貢

し
た
。
洪
武
帝
は
こ
れ
を
嘉
納
し
、
彼
ら
を
南
京
に
滞
在
さ
せ
優
遇
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
て
海
外
の
商
人
た
ち
も
、
長
江
を
遡
上
し
て

南
京
に
赴
い
て
入
貢
し
た
と
い
う
。

　

朱
道
山
の
「
入
貢
」
の
時
期
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
時
に
両
浙
既
に
臣
附
す
る
や
」
と
あ
る
の
で
、
張
士
誠
・
方
国
珍
を
制
圧

し
た
直
後
の
洪
武
元
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
は
朝
貢
貿
易
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
。
元
代
に
は
元
朝
政
府
・
皇
族
か
ら

資
本
提
供
を
受
け
た
オ
ル
ト
ク
商
人
や
、
一
般
の
海
商
が
元
朝
宮
廷
に
南
海
産
品
を
「
呈
献
」・「
進
奉
」
し
、「
回
賜
」
を
受
け
る
と
い

う
形
態
で
の
奢
侈
品
交
易
（
中
買
宝
貨
）
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
呈
献
」
と
「
回
賜
」
は
、
実
質
的
に
は
元
朝
宮
廷

と
の
交
易
で
あ
っ
た
が
、
市
舶
司
で
の
関
税
徴
収
は
免
除
さ
れ
て
い
た
）
29
（

。
朱
道
山
ら
の
洪
武
帝
へ
の
「
入
貢
」
も
、
元
代
の
海
商
に
よ

る
「
呈
献
」
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
朱
道
山
は
南
京
を
辞
し
て
泉
州
に
帰
る
途
中
で
太
倉
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
こ
で
旧
知
の
海
商
で
あ
っ
た
孫
天
富
・
陳
宝
生
ら

が
、
王
彛
に
彼
を
顕
彰
す
る
文
章
を
依
頼
し
た
の
だ
と
い
う
。
王
彛
は
元
末
の
至
正
二
十
五
（
一
三
六
五
）
年
に
、
上
記
の
孫
天
富
・
陳

宝
生
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
小
伝
を
記
し
て
お
り
、
朱
道
山
の
「
入
貢
」
の
背
景
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
。

孫
天
富
・
陳
宝
生
は
皆
な
泉
州
の
人
な
り
。
…
…
初
め
宝
生
は
幼
く
し
て
孤
た
り
。
天
富
は
こ
れ
と
約
し
て
兄
弟
と
為
り
、
乃
ち

共
に
貨
泉
を
出
だ
し
、
謀
り
て
海
外
に
賈
と
為
る
…
…
。
そ
の
渉
る
所
の
異
国
は
、
高
句
驪
よ
り
外
、
闍ジ
ヤ
ワ婆
・
羅ロ
ツ
ブ
リ
ー斛の
若
く
、
凡

三
五
三
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そ
東
西
の
諸
夷
、
中
国
を
去
る
こ
と
亡お
よ
そ慮
数
百
万
里
た
り
。
…
…
天
富
の
字
は
惟
善
、
宝
生
の
字
は
彦
廉
、
今
は
呉
の
太
倉
に
居

す
）
30
（

。

　

泉
州
の
孫
天
富
・
陳
宝
生
は
義
兄
弟
の
契
り
を
結
び
、
合
資
し
て
海
外
貿
易
に
従
事
し
、
高
麗
か
ら
ジ
ャ
ワ
・
ロ
ッ
ブ
リ
ー
（
シ
ャ

ム
）
に
い
た
る
ま
で
、
東
・
南
シ
ナ
海
域
で
ひ
ろ
く
交
易
に
従
事
し
た
。
た
だ
し
至
正
二
十
五
年
時
点
で
は
、
彼
ら
は
太
倉
に
移
住
し

て
い
た
と
い
う
。
ま
た
蘇
州
の
文
人
で
あ
っ
た
陸
仁
も
、
孫
天
富
・
陳
宝
生
に
つ
い
て
「
南
は
真カ
ン
ボ
ジ
ア臘と
闍
婆
に
賈
あ
き
な
いし
、
東
は
三
韓
及
び

暹シ
ヤ
ム羅
を
極
む
」
と
述
べ
、
そ
の
後
は
「
泉
南
か
ら
移
家
し
、
こ
の
婁
（
太
倉
）
の
阿き
し
べに
来
る
」
と
伝
え
て
い
る
）
31
（

。
至
正
二
十
五
年
の
泉

州
は
亦
思
巴
奚
の
乱
の
末
期
で
混
乱
の
極
に
あ
っ
た
。
孫
天
富
・
陳
宝
生
は
こ
の
動
乱
を
避
け
て
張
士
誠
の
も
と
で
海
外
貿
易
港
と
し

て
繁
栄
し
て
い
た
太
倉
に
拠
点
を
移
し
た
の
だ
ろ
う
）
32
（

。
そ
の
三
年
後
、
朱
元
璋
が
福
建
を
平
定
し
た
前
後
に
、
朱
道
山
は
お
そ
ら
く
孫

天
富
・
陳
宝
生
ら
の
手
引
き
で
い
ち
早
く
洪
武
帝
に
「
入
貢
」
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

翌
洪
武
二
（
一
三
六
九
）
年
五
月
、
洪
武
帝
は
福
建
行
省
の
設
置
に
際
し
、「
福
建
は
地
は
大
海
に
瀕
し
、
民
物
は
富
庶
な
り
。
番
舶

は
往
来
し
、
私
交
す
る
者
衆お
お

し
。
往
事
、
官
吏
は
多
く
利
の
為
に
訹
い
ざ
なわ
れ
、
罪
戻
に
陥
る
」
と
訓
諭
し
て
い
る
）
33
（

。
福
建
に
は
海
外
商
船

が
往
来
し
、
そ
れ
ら
と
「
私
交
」
す
る
者
や
、
そ
の
利
権
に
誘
わ
れ
処
罰
さ
れ
る
官
吏
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
点
で
泉
州
に
は

す
で
に
市
舶
司
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
市
舶
司
を
通
さ
な
い
海
外
商
船
と
の
密
貿
易
も
止
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
洪
武
帝
は
福
建
に
お
け
る
海
外
貿
易
自
体
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
市
舶
司
を
通
じ
た
、
安
定
的
な
貿
易

管
理
と
関
税
徴
収
を
企
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

太
倉
の
黄
渡
市
舶
司
が
廃
止
さ
れ
た
洪
武
三
年
二
月
以
前
は
、
泉
州
の
海
商
も
黄
渡
市
舶
司
に
お
い
て
関
税
を
納
入
し
て
い
た
に
ち

三
五
四
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が
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
明
州
・
泉
州
・
広
州
に
市
舶
司
が
設
置
さ
れ
、
日
本
や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
商
船
は
こ
れ
ら
の
市
舶
司
が

管
轄
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
黄
渡
市
舶
司
の
廃
止
後
は
、
太
倉
に
入
港
し
た
高
麗
な
ど
の
商
船
は
、
直
接
南
京
に
送
致
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
総
じ
て
即
位
直
後
の
洪
武
帝
は
、
周
辺
諸
国
と
の
朝
貢
貿
易
に
く
わ
え
て
、
市
舶
司
を
通
じ
た
商
船
貿
易
、
有
力
海
商
の

「
入
貢
」
な
ど
の
民
間
貿
易
も
保
護
奨
励
し
、
そ
の
利
益
を
確
保
す
る
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
対
応
は
、
市
舶
司
を
通
じ
て
民

間
貿
易
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
オ
ル
ト
ク
や
一
般
海
商
と
、「
貢
献
」
形
式
の
奢
侈
品
交
易
も
行
っ
て
い
た
、
元
朝
の
通
商
政
策
と
の

連
続
性
も
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
明
朝
で
は
、
当
初
か
ら
朝
貢
貿
易
の
重
要
性
が
か
な
り
高
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

三　

洪
武
初
年
の
高
麗
貿
易

　

明
朝
の
周
辺
諸
国
の
な
か
で
も
、
洪
武
初
年
に
特
に
活
発
な
朝
貢
貿
易
を
行
っ
た
の
が
高
麗
で
あ
る
。
明
朝
成
立
直
後
、
高
麗
は
な

お
元
朝
（
北
元
）
と
の
通
交
も
続
け
て
い
た
が
、
洪
武
二
年
四
月
に
明
朝
使
節
が
高
麗
に
到
来
す
る
と
、
恭き
よ
う
び
ん
お
う

愍
王
は
た
だ
ち
に
使
節
を

南
京
に
派
遣
し
て
即
位
を
慶
賀
し
た
。
翌
年
五
月
に
は
明
朝
使
節
が
再
来
し
、
恭
愍
王
を
高
麗
国
王
に
冊
封
し
て
、
朝
貢
・
冊
封
関
係

が
確
立
し
た
）
34
（

。
当
初
は
高
麗
の
朝
貢
に
つ
い
て
は
回
数
制
限
も
な
く
、
洪
武
二
〜
六
年
に
は
毎
年
二
〜
四
回
の
朝
貢
使
節
を
派
遣
し
て

い
る
）
35
（

。
洪
武
四
年
ま
で
は
遼
東
は
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
の
支
配
下
に
あ
り
、
そ
の
後
も
軍
事
的
緊
張
が
続
い
て
い
た
た
め
、
当
初
は
高
麗
使

節
は
遼
東
経
由
の
陸
路
で
は
な
く
、
一
般
に
海
路
で
太
倉
や
明
州
に
渡
航
し
た
。
高
麗
は
遼
東
の
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
を
牽
制
し
、
倭
寇
の

侵
攻
を
防
ぐ
た
め
に
戦
略
的
重
要
性
が
高
く
、
洪
武
帝
も
高
麗
と
の
関
係
を
重
視
し
、
そ
の
朝
貢
貿
易
に
対
し
て
も
優
遇
策
を
と
っ
て

い
る
）
36
（

。

三
五
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前
述
の
よ
う
に
、
洪
武
二
年
九
月
に
は
朝
貢
使
節
の
附
帯
貨
物
の
関
税
免
除
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
翌
三
年
十
月
に
は
、
中
書
省

が
「
高
麗
の
使
者
、
入
貢
す
る
に
多
く
私
物
を
齎も
た
らし
て
貨あ
き
な
い鬻
す
。
請
う
ら
く
は
そ
の
税
を
征
せ
ん
こ
と
を
」
と
、
高
麗
の
朝
貢
使
節
が
、

附
帯
貨
物
と
は
別
に
持
ち
こ
ん
だ
私
物
に
対
し
て
課
税
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
し
か
し
洪
武
帝
は
「
遠
夷
は
万
里
を
跋
渉
し
て
来
る
。

暫か
り
に爾
貨
を
鬻う

り
て
利
を
求
む
る
は
、
商
賈
と
同
じ
く
は
論
じ
難
し
」
と
し
て
、
私
物
に
つ
い
て
も
免
税
と
い
う
寛
大
な
措
置
を
命
じ
て

い
る
）
37
（

。
ま
た
翌
四
年
三
月
に
は
、
中
書
省
が
「
高
麗
国
の
郎
将
李
英
等
、
朝
貢
に
入
る
に
因
り
て
、
多
く
物
を
帯
び
て
出
境
せ
ん
と
す
」

と
、
高
麗
使
節
の
随
行
武
官
が
、
多
量
の
中
国
産
品
を
持
ち
だ
す
こ
と
を
禁
じ
る
よ
う
に
求
め
た
が
、
洪
武
帝
は
「
詔
し
て
禁
じ
る
勿

ら
し
め
」
た
と
い
う
）
38
（

。

　

こ
う
し
た
優
遇
策
を
う
け
て
、
高
麗
使
節
は
大
量
の
私
物
を
商
品
と
し
て
持
ち
こ
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。『
高
麗
史
節
要
』
で
は
、
当
時

の
状
況
を
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。「
恭
愍
王
の
朝
に
は
、
朝
聘
せ
る
者
は
多
く
金
銀
・
土
産
を
齎も
た

ら
し
、
彩
帛
・
軽
貨
を
市か

え
り
。
識
者

有
る
と
雖
も
、
権
貴
の
托
す
所
に
迫
ら
れ
、
私
装
は
貢
献
の
十
分
の
九
を
居し

む
。
中
国
は
以お
も
え
ら為
く
、
高
麗
人
は
事
に
仮
り
て
大
い
に
貿

易
を
貪
り
て
来
る
の
み
と
）
39
（

」。
洪
武
七
年
以
前
の
恭
愍
王
時
代
に
は
、
誇
張
も
あ
ろ
う
が
、
高
麗
使
節
の
も
た
ら
す
貨
物
の
九
割
を
私
物

が
占
め
、
中
国
で
は
高
麗
人
は
商
売
目
的
で
朝
貢
に
来
る
の
だ
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
洪
武
四
年
九
月
の
戸
部
の
上
言
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
高
麗
・
三
仏
斉
入
貢
す
。
そ
の
高
麗
の
海
舶
は
太
倉
に
至
り
、
三

仏
斉
の
海
舶
は
泉
州
の
海
口
に
至
る
。
並
び
に
そ
の
貨
を
征
す
る
を
請
う
）
40
（

」。
高
麗
・
三
仏
斉
の
朝
貢
に
際
し
て
、「
海
舶
」
も
太
倉
・

泉
州
に
入
港
し
、
戸
部
は
そ
の
積
荷
へ
の
課
税
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
洪
武
帝
は
、
や
は
り
「
海
舶
」
へ
の
課
税
を
認
め
な
か
っ

た
。
す
で
に
洪
武
二
年
に
は
、
朝
貢
船
の
附
帯
貨
物
の
免
税
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
「
海
舶
」
は
お
そ
ら
く
朝
貢

三
五
六
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使
節
の
乗
船
に
同
行
し
て
来
航
し
た
商
船
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
商
船
の
積
荷
に
つ
い
て
も
、
附
帯
貨
物
に
準
じ
た
免
税
措
置
が
認
め

ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
洪
武
初
年
の
高
麗
の
朝
貢
貿
易
で
は
、
進
貢
品
や
附
帯
貨
物
以
上
に
、
使
節
の
個
人
的
商
品
や
同

行
商
船
の
舶
載
品
な
ど
の
交
易
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
、
か
つ
そ
れ
ら
す
べ
て
が
免
税
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
朝
貢
貿
易
と
は
別
に
、
民
間
商
船
も
江
浙
沿
海
と
高
麗
を
往
来
し
て
交
易
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
洪
武
三
年

に
は
「
明
州
人
の
鮑
進
保
」
が
高
麗
か
ら
帰
航
し
、
高
麗
西
岸
に
蘭
秀
山
の
残
党
が
潜
伏
し
て
い
る
と
告
発
し
た
が
、
彼
は
高
麗
貿
易

に
従
事
す
る
明
州
の
海
商
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
）
41
（

。
洪
武
五
（
一
三
七
二
）
年
五
月
に
は
、
高
麗
の
高
官
が
蘭
秀
山
残
党
か
ら
「
唐

船
」
を
購
入
し
た
こ
と
が
発
覚
し
、
洪
武
帝
が
そ
の
返
還
を
命
じ
て
お
り
、
蘭
秀
山
残
党
が
高
麗
の
沿
海
社
会
の
み
な
ら
ず
、
高
麗
政

府
中
枢
と
も
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
42
（

。

　

さ
ら
に
洪
武
五
年
十
二
月
に
は
、
洪
武
帝
は
高
麗
使
節
に
聖
旨
を
下
し
、
従
来
の
朝
貢
優
遇
策
か
ら
一
変
し
て
、
高
麗
の
対
明
通
交

を
め
ぐ
る
疑
念
を
は
げ
し
く
指
弾
し
た
。
そ
の
な
か
で
洪
武
帝
は
さ
き
に
高
麗
が
誓
約
し
て
い
た
済
州
島
の
軍
馬
進
献
の
遅
れ
を
責
め

る
と
と
も
に
、「
売
買
を
做な

し
に
来
る
人も
の
ど
も毎
は
、
答た
い
せ
つ緊
な
ら
ざ
る
布
席
も
て
来
た
り
、
却
っ
て
一
箇
の
馬
も
て
来
た
り
て
販
売
せ
ず
」
と

叱
責
し
て
い
る
。
高
麗
商
人
は
不
必
要
な
綿
布
や
敷
物
ば
か
り
持
ち
こ
み
、
肝
心
の
馬
匹
を
売
り
に
こ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た

洪
武
帝
は
こ
の
聖
旨
で
、
高
麗
の
宦
官
が
一
隻
の
船
で
南
京
に
赴
き
、「
売
買
を
做な

し
て
打
細
す
」、
す
な
わ
ち
交
易
を
し
つ
つ
間
諜
行

為
も
行
っ
た
と
も
非
難
し
て
い
る
）
43
（

。
お
そ
ら
く
こ
の
宦
官
の
ほ
か
に
も
、
高
麗
商
人
が
太
倉
か
ら
南
京
な
ど
江
南
各
地
に
赴
き
、
交
易

を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
五
七
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四　

洪
武
初
年
の
日
本
貿
易

　

洪
武
帝
は
即
位
直
後
か
ら
日
本
に
も
使
節
を
派
遣
し
て
朝
貢
を
促
し
た
が
、
高
麗
と
は
異
な
り
、
南
北
朝
の
動
乱
の
渦
中
に
あ
っ
た

日
本
と
の
朝
貢
・
冊
封
関
係
は
安
定
し
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
、
日
本
側
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
洪
武
初
年
に
は
商
船
に
同
乗
し
て
日
明

間
を
往
来
す
る
人
々
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

洪
武
帝
は
高
麗
と
同
時
に
、
洪
武
元
年
末
に
日
本
に
も
使
節
を
派
遣
し
て
即
位
を
告
げ
た
が
、
こ
の
使
節
は
途
中
で
海
賊
に
殺
害
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
二
年
に
は
あ
ら
た
め
て
楊
載
を
日
本
に
派
遣
し
た
が
、
大
宰
府
を
支
配
す
る
南
朝
の
懐か
ね
よ
し良
親
王
は
通
交
を
拒
絶

し
た
。
翌
三
年
、
洪
武
帝
は
さ
ら
に
趙
秩
を
日
本
に
派
遣
し
、
懐
良
親
王
も
そ
の
説
得
に
応
じ
て
、
翌
四
年
に
僧
祖
来
ら
を
明
朝
に
派

遣
し
て
朝
貢
す
る
こ
と
に
な
る
。
洪
武
帝
は
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
五
年
に
懐
良
を
日
本
国
王
に
冊
封
す
る
た
め
、
禅
僧
の
仲
献
祖そ
せ
ん闡
、

天
台
僧
の
無
逸
克
勤
ら
を
派
遣
し
た
。
し
か
し
祖
闡
ら
が
博
多
に
来
航
す
る
と
、
懐
良
は
す
で
に
北
朝
に
敗
れ
て
大
宰
府
を
追
わ
れ
て

お
り
、
祖
闡
ら
は
北
朝
方
に
よ
り
博
多
に
抑
留
さ
れ
て
し
ま
っ
た
）
44
（

。

　

洪
武
五
年
九
月
に
は
、
博
多
に
抑
留
中
の
無
逸
克
勤
が
、
京
都
の
天
台
座
主
に
書
簡
を
送
り
、
北
朝
と
の
あ
っ
せ
ん
を
依
頼
し
た
が
、

そ
こ
で
は
洪
武
帝
が
祖
闡
・
克
勤
ら
を
派
遣
し
た
意
図
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
今
密
か
に
我
ら
二
人
を
以
て
王
に
告

げ
て
知
ら
し
む
。
大
国
の
民
、
数し
ば
しば
我
が
疆
を
寇
す
、
王
宜
し
く
こ
れ
を
禁
ず
べ
し
。
商
賈
通
ぜ
ず
、
王
宜
し
く
こ
れ
を
通
ず
べ
し
」。

ま
た
克
勤
は
こ
の
書
簡
で
、
彼
ら
は
皇
帝
の
命
と
仏
法
の
五
戒
に
従
っ
て
来
日
し
た
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
記
す
。「
人
に
勧
め
て
寇
を

禁
ず
る
は
、
不
盗
戒
な
り
。
両
国
の
好
を
修
め
、
商
賈
を
し
て
交
通
せ
し
め
、
民
は
そ
の
土
に
安
ん
じ
、
兵
は
境
を
加こ

え
ざ
る
は
、
不

三
五
八
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殺
戒
な
り
）
45
（

」。
彼
は
洪
武
帝
が
日
本
に
遣
使
し
た
主
要
目
的
は
、
倭
寇
禁
圧
と
と
も
に
、
日
本
と
の
商
船
往
来
の
開
始
に
あ
っ
た
と
説
く

の
で
あ
る
。

　

洪
武
帝
は
祖
闡
ら
の
派
遣
に
さ
き
だ
ち
、
日
本
僧
の
椿
庭
海
寿
か
ら
日
本
の
国
情
を
聞
い
て
お
り
、
そ
れ
も
ふ
ま
え
て
懐
良
親
王
と

の
交
渉
を
指
示
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
46
（

。
克
勤
の
書
簡
は
博
多
抑
留
中
に
北
朝
方
に
送
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
倭
寇
禁
圧
と
通
商
開
始

と
い
う
要
求
は
、
洪
武
帝
の
指
示
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
翌
六
年
、
祖
闡
と
克
勤
は
京
都
に
赴
き
足
利
義
満
と
会
見
し
た
が
、
日

本
国
王
冊
封
の
目
的
は
は
た
せ
ず
、
翌
七
年
に
博
多
か
ら
帰
国
し
た
。
こ
の
際
、
義
満
は
聞
渓
円
宣
ら
を
朝
貢
使
節
と
し
て
同
行
さ
せ

た
が
、
洪
武
帝
は
正
式
な
表
文
（
上
奏
文
）
が
な
い
た
め
に
、
そ
の
朝
貢
を
却
下
し
た
。

　

そ
の
後
、
洪
武
十
三
（
一
三
八
〇
）
年
に
は
、「
征
夷
将
軍
義
満
」
が
丞
相
あ
て
に
不
遜
な
書
状
を
送
っ
て
い
る
。
翌
洪
武
十
四
（
一

三
八
一
）
年
に
も
、
義
満
は
日
本
国
王
良
懐
（
懐
良
）
の
名
義
の
使
節
を
派
遣
し
た
が
、
洪
武
帝
は
そ
の
朝
貢
を
却
下
し
、
み
ず
か
ら
日

本
を
激
し
く
糾
弾
す
る
文
書
を
起
草
し
、
礼
部
か
ら
日
本
国
王
と
征
夷
将
軍
へ
の
問
責
と
い
う
形
式
で
日
本
に
送
っ
た
）
47
（

。
こ
の
う
ち
征

夷
将
軍
あ
て
の
文
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。「
往さ
き
に
は者
、
我
が
朝
初
め
て
中
土
を
復
す
る
や
、
彼
の
日
本
の
僧
俗
多
く
至
る
。

間
に
使
と
云
わ
ば
、
則
ち
礼
を
加
え
て
こ
れ
を
礼
し
、
或
い
は
商
と
云
わ
ば
、
則
ち
そ
の
去
来
を
聴ゆ
る

す
）
48
（

」。
洪
武
初
年
に
は
日
本
の
僧
侶

や
俗
人
が
多
く
到
来
し
、
洪
武
帝
は
使
節
を
礼
遇
す
る
と
と
も
に
、
商
人
に
も
自
由
な
往
来
を
認
め
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

実
際
に
洪
武
初
年
に
、
商
船
が
日
明
間
を
恒
常
的
に
往
来
し
て
い
た
こ
と
は
、
禅
僧
な
ど
の
渡
航
記
録
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
ま
ず

洪
武
元
年
に
中
国
の
戦
乱
が
ひ
と
ま
ず
終
息
す
る
と
、
絶
海
中
津
が
他
の
禅
僧
た
ち
と
と
も
に
「
商
船
に
附
し
て
渡
海
」
し
、
江
南
の

戦
乱
を
逃
れ
て
博
多
に
寄
寓
し
て
い
た
蘇
州
の
文
人
陸
仁
も
、
彼
ら
と
と
も
に
帰
国
し
た
。
陸
仁
は
「
余
は
博
多
よ
り
高
瀬
に
至
り
、

三
五
九
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将
に
海
杭
〔
航
〕
に
附
し
て
淛せ
つ
せ
い西

（
江
南
）
に
皈か
え

ら
ん
と
す
」
と
記
し
て
お
り
、
彼
ら
は
高
瀬
か
ら
南
島
路
・
福
建
経
由
で
江
南
に
渡
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
）
49
（

。
同
年
二
月
に
は
蘭
秀
山
の
乱
が
発
生
し
て
お
り
、
浙
江
近
海
の
混
乱
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
年
に
は
中
国
僧

の
聺せ
い
あ
ん菴
明
聴
が
明
朝
か
ら
渡
来
し
、
元
末
に
来
日
し
た
道
元
文
信
の
帰
国
も
こ
の
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
後
世
の
記
事
で
は

あ
る
が
、
洪
武
二
年
に
は
医
家
の
陳
外
郎
家
の
初
代
陳
順
祖
が
来
日
し
、
や
は
り
医
家
の
竹
田
家
の
初
代
昌
慶
が
入
明
し
た
と
も
伝
え

ら
れ
る
）
50
（

。
こ
れ
ら
も
日
明
通
交
の
開
始
以
前
に
、
商
船
に
同
乗
し
て
日
明
間
を
往
来
し
た
事
例
で
あ
る
。

　

洪
武
三
年
に
は
興
東
蔵
主
が
江
南
か
ら
帰
国
し
て
、
義
堂
周
信
に
面
会
し
、「
今
江
南
に
は
明
州
の
海
辺
に
於
い
て
造
船
し
、
将
に
高

麗
国
を
伐
た
ん
と
す
。
恐
ら
く
は
当
に
吾
国
に
も
及
ば
ん
か
」
と
伝
え
て
い
る
）
51
（

。
お
そ
ら
く
彼
も
明
州
か
ら
商
船
で
帰
国
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
な
お
同
年
に
趙
秩
が
も
た
ら
し
た
洪
武
帝
の
懐
良
親
王
へ
の
詔
諭
に
よ
れ
ば
、
倭
寇
討
伐
の
た
め
「
巨
舟
を
整
飭
し
、
爾
の
邦

に
罰
を
致
さ
ん
と
」
し
た
が
、
懐
良
が
倭
寇
の
黒
幕
で
は
な
い
と
知
り
、「
暫
く
造
舟
の
役
を
停
む
」
こ
と
を
命
じ
た
と
い
う
）
52
（

。
興
東
蔵

主
が
明
州
で
実
見
し
た
の
は
、
こ
の
倭
寇
討
伐
の
た
め
の
造
船
事
業
で
あ
ろ
う
。

　

洪
武
四
年
に
は
、
明
州
象
山
県
の
張
章
が
、
本
国
で
の
戦
乱
を
避
け
て
「
商
船
に
附
し
て
来
た
り
」、
の
ち
に
出
家
し
て
円
覚
寺
に

入
っ
た
と
い
う
）
53
（

。
明
州
沿
海
の
象
山
県
は
、
洪
武
元
年
に
は
蘭
秀
山
勢
力
に
よ
っ
て
攻
略
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
も
蘭
秀
山
の
残
党
狩

り
や
厳
し
い
海
禁
が
続
い
た
と
思
わ
れ
る
。
張
章
は
こ
う
し
た
混
乱
を
逃
れ
て
商
船
で
日
本
に
渡
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
翌
洪
武
五
年
、

明
朝
使
者
の
祖
闡
ら
が
趙
秩
と
と
も
に
来
日
し
た
際
に
は
、
上
述
の
日
本
僧
椿
庭
海
寿
が
通
訳
と
し
て
同
行
し
た
。
椿
庭
の
乗
船
は
祖

闡
ら
の
博
多
到
着
に
先
だ
ち
、
四
月
に
肥
後
高
瀬
に
入
港
し
て
お
り
、
先
遣
隊
と
し
て
商
船
で
帰
国
し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
）
54
（

。
ま

た
洪
武
七
年
四
月
、
明
使
一
行
が
博
多
か
ら
帰
国
す
る
際
、
趙
秩
は
彼
ら
が
日
本
の
禅
僧
と
交
わ
し
た
詩
文
集
『
雲
門
一
曲
』
に
序
文

三
六
〇
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を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
の
一
節
に
は
、「
築
〔
筑
〕
州
の
石
城
は
中
国
を
取
る
こ
と
近
く
、
舟
航
を
通
じ
、
商
賈
の
聚あ
つ

ま
る
所
な
り
」
と

あ
る
）
55
（

。
石
城
（
博
多
）
と
中
国
の
間
に
は
商
船
が
往
来
し
、
商
人
が
集
ま
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
日
本
の
朝
貢
船
に
同
乗
し
て
渡
航
す
る
禅
僧
も
多
か
っ
た
。
上
述
の
趙
秩
の
詩
序
に
は
、
誇
張
も
あ
ろ
う
が
、「
使
僧
・
使
官

の
帰
朝
と
同と
も

に
、
僧
の
中
国
に
慕
い
游
ぶ
者
は
数
百
輩
有
り
」
と
記
す
。
洪
武
七
年
六
月
に
は
、
日
本
僧
宗
岳
ら
七
十
一
人
が
南
京
に

い
た
り
、
洪
武
帝
は
彼
ら
を
明
朝
仏
教
界
の
中
枢
寺
院
で
あ
っ
た
天
界
寺
に
収
容
し
、
僧
衣
を
給
付
し
た
。
彼
ら
は
明
朝
使
節
の
帰
国

に
際
し
て
、
朝
貢
船
に
同
乗
し
て
渡
航
し
た
「
数
百
輩
」
の
一
部
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
56
（

。
な
お
天
界
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
季き

潭た
ん

宗そ
う
ろ
く泐

の
も
と
に
は
、
絶
海
中
津
を
は
じ
め
多
く
の
日
本
僧
が
参
禅
し
て
い
た
）
57
（

。
宗
泐
の
「
贈
日
本
僧
」
と
題
す
る
詩
の
一
節
に
は
、「
海
外
よ

り
商
船
に
趁し
た
がい
、
江
東
に
住
む
こ
と
幾
年
」
と
あ
り
）
58
（

、
こ
の
日
本
僧
の
名
前
や
渡
来
時
期
は
不
明
だ
が
、
日
本
か
ら
商
船
に
同
乗
し
て

来
航
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
洪
武
帝
は
日
本
と
の
通
交
交
渉
に
際
し
て
、
朝
貢
秩
序
の
確
立
と
と
も
に
、
通
商
関
係
の
開
始
も
意
図
し
て
い
た
。
通

交
交
渉
自
体
は
順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
間
も
商
船
は
日
明
間
を
恒
常
的
に
渡
航
し
て
お
り
、
禅
僧
な
ど
の
人
々
が
、

商
船
に
同
乗
し
て
往
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
こ
の
時
期
に
は
日
明
交
渉
か
ら
派
生
し
て
、
明
朝
と
琉
球
と
の
通
交
も
始
ま
っ
て
い
る
。
洪
武
二
年
に
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
楊

載
は
、
翌
三
年
に
趙
秩
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
際
に
も
、
間
諜
と
し
て
拘
束
さ
れ
た
日
本
僧
ら
を
送
還
す
る
た
め
日
本
に
再
渡
航
し
、

翌
四
年
に
南
島
路
に
よ
り
琉
球
経
由
で
帰
国
し
た
。
洪
武
帝
は
楊
載
の
報
告
を
受
け
て
、
翌
五
年
に
彼
を
琉
球
に
派
遣
し
、
同
年
末
に

は
琉
球
の
中
山
王
察
度
が
、
楊
載
と
と
も
に
王
弟
を
派
遣
し
て
朝
貢
し
た
の
で
あ
る
）
59
（

。

三
六
一
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五　

洪
武
初
年
の
南
海
貿
易

　

洪
武
初
年
の
南
海
貿
易
に
つ
い
て
は
、
高
麗
・
日
本
と
は
異
な
り
、
相
手
国
側
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
太
祖
実
録
』
な
ど

の
明
朝
史
料
に
よ
り
、
そ
の
動
向
を
あ
る
て
い
ど
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
洪
武
帝
は
洪
武
元
年
か
ら
三
年
に
か

け
て
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
使
者
を
派
遣
し
て
即
位
を
告
げ
、
こ
れ
を
受
け
て
洪
武
二
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
・
チ
ャ
ン
パ
、
翌
三
年
に
は

ジ
ャ
ワ
、
翌
四
年
に
は
ブ
ル
ネ
イ
・
三ザ
ー
バ
ジ
ユ

仏
斉
・
シ
ャ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
入
貢
し
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
で
も
特
に
積
極
的
に
朝
貢
貿
易
を
行
っ
た
の
は
、「
暹
羅
斛
」
す
な
わ
ち
シ
ャ
ム
の
ア
ユ
タ
ヤ
朝
で
あ
っ
た
。「
暹
羅
斛
」

と
は
暹
（
ア
ユ
タ
ヤ
か
）
と
羅
斛
（
ロ
ッ
ブ
リ
ー
）
の
連
称
で
あ
る
。
ア
ユ
タ
ヤ
朝
は
ウ
ー
ト
ー
ン
が
一
三
五
一
年
に
開
い
た
と
さ
れ
、
一

三
六
九
年
に
は
そ
の
王
妃
の
兄
が
ボ
ー
ロ
ラ
マ
ー
チ
ャ
王
と
し
て
即
位
し
た
）
60
（

。
こ
の
年
に
は
明
朝
の
使
節
が
は
じ
め
て
到
来
し
、
こ
れ

を
受
け
て
翌
四
年
に
は
二
回
、
翌
五
年
に
は
一
回
、
シ
ャ
ム
国
王
の
使
節
が
入
貢
し
て
い
る
。
五
年
十
月
に
は
、
洪
武
帝
は
そ
れ
ま
で

の
朝
貢
奨
励
策
を
一
変
し
、
海
外
諸
国
の
朝
貢
回
数
を
三
年
に
一
回
に
制
限
し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
六
年
に
も
、
シ
ャ
ム
か
ら
は
国
王
使

節
が
四
回
、
国
王
の
姉
名
義
の
使
節
が
二
回
に
わ
た
り
入
貢
し
て
お
り
、
さ
す
が
に
姉
名
義
の
朝
貢
は
却
下
さ
れ
た
も
の
の
、
国
王
の

朝
貢
は
認
め
ら
れ
て
い
る
）
61
（

。

　

さ
ら
に
翌
七
年
三
月
に
も
、
シ
ャ
ム
国
王
の
使
節
と
称
す
る
者
が
入
貢
し
た
。
そ
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
彼
は
前
年
に
別
の
朝
貢
船
と

と
も
に
来
航
し
た
が
、
乗
船
が
広
東
近
海
で
難
破
し
て
海
南
島
に
漂
着
し
、
残
っ
た
積
荷
を
集
め
て
来
朝
し
た
の
だ
と
い
う
。
し
か
し

洪
武
帝
は
彼
が
国
王
の
表
文
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、「
疑
う
ら
く
は
必
ず
や
番
商
な
ら
ん
」
と
し
て
、
朝
貢
を
却
下
し
て
い
る
）
62
（

。
こ
の

三
六
二
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時
点
で
は
市
舶
司
は
な
お
存
続
し
て
お
り
、
外
国
商
船
の
来
航
も
可
能
だ
っ
た
が
、
彼
が
朝
貢
使
節
の
一
員
と
称
し
て
入
貢
し
た
の
は
、

そ
の
真
偽
は
別
と
し
て
、
朝
貢
船
に
対
す
る
免
税
措
置
を
求
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

シ
ャ
ム
の
朝
貢
開
始
は
他
の
諸
国
よ
り
も
遅
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
洪
武
七
年
ま
で
の
朝
貢
総
数
は
、
却
下
さ
れ
た
事
例
も
含

め
計
十
回
を
数
え
、
高
麗
の
十
三
回
に
次
ぎ
、
南
海
諸
国
の
な
か
で
は
突
出
し
て
多
い
。
後
世
の
年
代
記
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
ア
ユ
タ

ヤ
朝
の
開
祖
ウ
ー
ト
ー
ン
は
中
国
皇
帝
の
皇
子
で
あ
っ
た
が
、
国
外
に
追
放
さ
れ
て
マ
レ
ー
半
島
に
い
た
り
、
大
量
の
蘇
木
を
皇
帝
に

献
上
し
て
赦
免
さ
れ
、
の
ち
に
ア
ユ
タ
ヤ
で
王
朝
を
開
い
た
と
い
う
。
こ
の
伝
承
が
、
ア
ユ
タ
ヤ
王
家
の
出
自
と
華
人
集
団
と
の
密
接

な
関
係
を
示
す
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ア
ユ
タ
ヤ
の
華
人
集
団
の
経
済
力
は
、
彼
の
王
権
を
支
え
る
主
要
基
盤
の
一
つ
で
あ
り
、
ボ
ー
ロ

ラ
マ
ー
チ
ャ
王
の
即
位
の
背
景
に
も
、
ア
ユ
タ
ヤ
の
華
人
集
団
の
利
害
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
）
63
（

。
こ
の
よ
う
に
王
権

と
結
び
つ
い
た
ア
ユ
タ
ヤ
の
華
人
集
団
が
、
活
発
な
朝
貢
貿
易
を
主
導
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

洪
武
初
年
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
港
市
の
華
人
海
商
は
、
各
国
の
朝
貢
貿
易
を
担
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
市
舶
司
を
通
じ
た
民
間
貿

易
に
も
活
発
に
従
事
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
洪
武
二
年
に
は
洪
武
帝
は
福
建
行
省
に
つ
い
て
、「
番
舶
往
来
し
、
私

交
す
る
者
多
し
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
番
舶
」
の
多
く
も
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
港
市
を
拠
点
と
す
る
華
人
系
海
商
の
商

船
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
洪
武
四
年
七
月
に
は
チ
ャ
ン
パ
の
朝
貢
使
節
が
ベ
ト
ナ
ム
陳
朝
の
侵
攻
を
訴
え
、
兵
器
の
下
賜
を
請
願
し
た
。

洪
武
帝
は
こ
れ
を
受
け
て
陳
朝
に
撤
兵
を
指
示
し
た
が
、
兵
器
の
下
賜
は
認
め
な
か
っ
た
。
一
方
で
福
建
行
省
に
対
し
て
は
、「
占
城
の

海
舶
の
貨
物
は
、
皆
な
そ
の
征
を
免
じ
、
以
て
懐
柔
の
意
を
示
せ
」
と
、
チ
ャ
ン
パ
の
「
海
舶
」
の
関
税
免
除
を
命
じ
て
い
る
）
64
（

。
お
そ

ら
く
チ
ャ
ン
パ
に
対
す
る
援
助
策
と
し
て
、
臨
時
的
に
商
船
に
対
す
る
免
税
措
置
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
六
三
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洪
武
三
年
八
月
に
は
、
華
人
海
商
の
南
海
貿
易
を
め
ぐ
る
、
次
の
よ
う
な
事
案
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

瓊
州
の
海
商
、
香
貨
を
以
て
京
に
入
ら
ん
と
し
、
道
に
溺
死
す
。
有
司
は
数
を
験し
ら

べ
、
そ
の
什
に
一
を
征
し
官
に
入
れ
ん
こ
と
を

請
う
。
上
曰
く
「
そ
の
人
は
既
に
不
幸
に
し
て
死
す
。
将は

た
誰
よ
り
征
さ
ん
や
。
同
行
せ
る
者
を
し
て
与と
も

に
こ
れ
を
鬻ひ
さ

が
し
め
、

貨う

る
所
を
帰
し
て
そ
の
家
を
資た
す

け
よ
」
と
）
65
（

。

瓊
州
（
海
南
島
）
の
海
商
が
香
料
な
ど
を
積
ん
で
南
京
に
向
か
う
途
中
、
海
難
事
故
で
死
亡
し
た
。
こ
の
た
め
地
方
官
は
積
荷
の
十
分
の

一
を
徴
税
し
よ
う
と
し
た
が
、
洪
武
帝
は
そ
の
免
除
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
洪
武
年
間
に
は
国
内
商
税
の
税
率
は
三
十
分
の
一
と
定
め

ら
れ
て
い
た
の
で
）
66
（

、
十
分
の
一
と
は
市
舶
司
に
お
け
る
関
税
徴
収
（
抽
分
）
の
税
率
で
あ
ろ
う
。
東
南
ア
ジ
ア
の
華
人
系
海
商
だ
け
で

は
な
く
、
中
国
沿
岸
部
の
華
人
海
商
も
南
海
貿
易
に
従
事
し
、
市
舶
司
で
関
税
を
納
付
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
洪
武
六
年
二
月
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

海
賈
の
回ム
ス
リ
ム回
、
番
香
の
阿ア
ラ
ツ
ク

剌
吉
を
以
て
献
と
為
す
。
阿
剌
吉
と
は
華
言
の
薔し
よ
う
び
ろ

薇
露
な
り
。
…
…
上
曰
く
、
中
国
の
薬
物
に
は
疾
を

療い
や

す
べ
き
者
甚
だ
多
し
。
こ
れ
は
特た

だ
容
飾
の
資
と
為
り
、
徒
い
た
ず
らに
奢
靡
を
啓
く
の
み
。
却
け
て
受
け
ず
）
67
（

。

ム
ス
リ
ム
海
商
（
海
賈
の
回
回
）
が
番
香
の
阿ア
ラ
ツ
ク

剌
吉
を
洪
武
帝
に
呈
献
し
た
が
、
不
要
の
奢
侈
品
と
し
て
却
下
さ
れ
た
。
阿
剌
吉
と
は
通

常
は
南
海
産
の
蒸
留
酒
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
イ
ラ
ン
特
産
の
、
バ
ラ
の
花
を
蒸
留
し
た
香
油
の
薔
薇
露
を
指
す
よ
う
で
あ
る
）
68
（

。
前
述

の
よ
う
に
、
元
代
に
は
オ
ル
ト
ク
商
人
や
一
般
海
商
が
元
朝
宮
廷
に
南
海
産
品
を
「
呈
献
」
し
、「
回
賜
」
を
受
け
る
形
式
で
の
奢
侈
品

交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
海
賈
の
回
回
」
も
、
明
朝
宮
廷
と
「
呈
献
」
形
式
に
よ
る
交
易
を
試
み
た
思
わ
れ
る
が
、
洪
武
帝
は

奢
侈
品
貿
易
自
体
に
否
定
的
見
解
を
示
し
て
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。

三
六
四
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洪
武
初
年
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
ア
ユ
タ
ヤ
朝
と
と
も
に
、
島
嶼
部
で
は
三
仏
斉
が
活
発
な
対
明
貿
易
を
行
っ
て
い
た
。
宋

代
に
し
ば
し
ば
朝
貢
使
節
を
派
遣
し
た
三
仏
斉
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
ザ
ー
バ
ジ
ュ
（
小
ジ
ャ
ワ
）
の
音
訳
と
さ
れ
、
マ
レ
ー
半
島
か
ら
ス
ン

ダ
海
峡
に
い
た
る
マ
レ
ー
海
域
の
諸
港
市
の
総
称
で
あ
っ
た
）
69
（

。
洪
武
三
年
に
明
朝
が
三
仏
斉
に
遣
使
す
る
と
、
翌
四
年
に
は
三
仏
斉
国

王
の
馬
哈
剌
扎
八
剌
卜
（
マ
ハ
ー
ラ
ー
ジ
ャ
・
プ
ラ
ブ
、
大
王
の
意
）
が
、
翌
五
年
に
は
同
じ
く
怛
麻
沙
那
阿
者
（
原
音
不
詳
）
が
朝
貢
使
節

を
派
遣
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ス
マ
ト
ラ
中
東
部
の
ジ
ャ
ン
ビ
の
王
に
比
定
さ
れ
て
い
る
）
70
（

。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
洪
武
四
年
に

は
朝
貢
船
と
と
も
に
太
倉
・
泉
州
に
来
航
し
た
高
麗
・
三
仏
斉
の
「
海
舶
」
に
対
し
、
朝
貢
船
に
準
じ
た
関
税
免
除
を
命
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
洪
武
七
年
九
月
に
は
、
三
仏
斉
国
王
と
し
て
麻
那
哈
宝
林
邦
（
マ
ハ
ー
ラ
ー
ジ
ャ
・
パ
レ
ン
バ
ン
）、
す
な
わ
ち
パ
レ
ン
バ
ン
王

の
使
節
が
来
朝
し
た
）
71
（

。
パ
レ
ン
バ
ン
は
か
つ
て
の
シ
ュ
リ
ー
ビ
ジ
ャ
ヤ
の
王
都
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
ジ
ャ
ワ
の
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
朝
に

従
属
し
て
い
た
。
こ
の
朝
貢
使
節
に
は
通
事
が
同
行
し
て
お
り
、
華
人
集
団
の
関
与
を
示
唆
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
明
朝
の
成
立
を
好

機
と
し
て
、
ジ
ャ
ン
ビ
や
パ
レ
ン
バ
ン
を
拠
点
と
す
る
華
人
海
商
が
現
地
の
王
権
と
結
ん
で
、
宋
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
三
仏
斉
と
い

う
朝
貢
国
名
を
利
用
し
、
朝
貢
船
を
派
遣
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
三
仏
斉
か
ら
は
、
民
間
商
船
も
大
量
の
胡
椒
な
ど
を
中
国
市
場
に
供
給
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
洪
武
帝
は
「
命
中
書
西
河

等
処
中
糧
」
と
題
す
る
詔
令
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

嘗
て
聞
く
、
凡
そ
中
国
を
有
す
る
者
、
利
は
南
海
に
尽
く
す
と
。
今
を
以
て
こ
れ
を
観
る
に
、
若
し
海
道
を
放
通
し
、
諸
番
の
微

貢
を
納
れ
、
そ
の
来
商
従よ

り
、
市
舶
の
所
、
官
は
そ
の
入
を
得
、
古
い
に
し
えに
合か
な

う
徴
を
取
ら
ば
、
則
ち
十
州
の
曠
税
に
比
ぶ
べ
し
。
朕

は
華
夏
を
新
定
し
、
辺
戍
に
民
を
労
す
る
も
、
西
番
の
地
は
中
塩
も
て
得
る
所
の
供
は
甚
だ
薄
し
。
邇ち
か
ご
ろ来
、
三
仏
斉
の
胡
椒
は
已す
で

三
六
五
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に
四
十
余
万
に
至
れ
り
。
即た
だ
い
ま今
倉
に
在
る
椒
も
又
た
百
余
万
の
数
あ
り
。
価
銭
を
軽
く
定
め
、
榜
を
出
し
て
好
利
の
者
に
西
河
及

び
梅
川
の
両
処
に
往
き
て
中
糧
せ
し
め
ば
、
腹
裏
の
民
、
転
運
の
艱
辛
を
免
る
べ
し
）
72
（

。

こ
こ
で
洪
武
帝
は
、
南
海
諸
国
と
の
朝
貢
貿
易
を
受
け
い
れ
る
と
と
も
に
、
市
舶
司
を
通
じ
て
海
商
か
ら
関
税
を
徴
収
す
れ
ば
、
内
地

の
十
州
の
税
額
に
相
当
す
る
収
入
が
あ
る
と
説
く
。
一
方
、
西
番
の
地
で
は
塩
産
額
が
乏
し
い
た
め
、
駐
屯
軍
に
軍
糧
を
納
入
し
た
商

人
に
塩
の
販
売
権
を
あ
た
え
る
開
中
法
で
は
、
十
分
な
軍
糧
を
確
保
で
き
な
い
。
こ
の
時
点
で
三
仏
斉
か
ら
輸
入
さ
れ
た
胡
椒
は
四
十

万
斤
に
達
し
て
お
り
、
倉
庫
に
は
百
万
斤
以
上
の
胡
椒
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
洪
武
帝
は
、
西
河
・
梅
川
に
軍
糧
を
納
入
し

た
商
人
に
胡
椒
の
販
売
権
を
あ
た
え
、
内
地
の
人
民
が
西
方
辺
境
に
軍
糧
を
運
搬
す
る
労
力
を
省
く
よ
う
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。
西
河
・

梅
川
と
は
、
陝
西
行
省
の
鞏
き
よ
う
し
よ
う
昌
府
に
属
す
る
西
河
と
、
同
じ
く
岷び
ん
し
ゆ
う州衛
に
属
す
る
梅
川
を
指
す
と
思
わ
れ
、
い
ず
れ
も
現
在
の
甘
粛
省

東
南
部
に
位
置
す
る
。

　

こ
の
詔
令
の
発
令
時
期
は
不
明
だ
が
、「
朕
は
華
夏
を
新
定
し
」
と
あ
る
の
で
、
洪
武
初
年
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
明
軍
が
陝
西
一
帯

を
平
定
し
た
の
は
洪
武
二
年
八
月
な
の
で
）
73
（

、
そ
れ
以
降
の
発
令
で
あ
る
。
三
仏
斉
か
ら
の
四
十
余
万
斤
と
い
う
胡
椒
輸
入
額
は
、
洪
武

十
一
（
一
三
七
八
）
年
に
パ
ハ
ン
が
朝
貢
し
た
二
千
斤
、
同
十
五
（
一
三
八
二
）
年
に
ジ
ャ
ワ
が
朝
貢
し
た
七
万
五
千
斤
と
比
べ
て
も
突

出
し
て
い
る
）
74
（

。
こ
れ
ら
は
「
諸
番
の
微
貢
を
納
れ
、
そ
の
来
商
従
り
、
市
舶
の
所
、
官
は
そ
の
入
を
得
」
と
あ
る
よ
う
に
、
朝
貢
船
の

進
貢
品
と
附
帯
貨
物
、
お
よ
び
民
間
商
船
か
ら
市
舶
司
が
徴
収
し
た
関
税
と
、
政
府
が
買
い
あ
げ
た
商
品
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
施
策
が
、

西
北
辺
境
の
軍
糧
納
入
と
、
東
南
沿
海
で
の
胡
椒
販
売
の
双
方
に
関
わ
る
よ
う
な
（
販
売
権
を
他
の
商
人
に
転
売
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
）、

大
量
消
費
品
の
長
距
離
交
易
に
従
事
す
る
商
人
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

三
六
六
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お　

わ　

り　

に

　

洪
武
帝
は
即
位
直
後
か
ら
、
お
そ
ら
く
蘭
秀
山
の
叛
乱
を
契
機
と
し
て
海
禁
を
命
じ
、
洪
武
四
年
十
二
月
に
は
、
遼
東
遠
征
の
た
め

の
海
運
保
護
を
直
接
の
要
因
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
海
禁
令
を
発
し
た
。
そ
の
後
も
浙
江
沿
岸
で
は
、
漁
船
の
出
漁
も
許
さ
な
い
厳
し

い
海
禁
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
洪
武
初
年
に
は
朝
貢
貿
易
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
市
舶
司
を
通
じ
た
民
間
商
船
の
貿
易

も
公
認
し
て
お
り
、
泉
州
商
人
の
「
呈
献
」
も
受
納
す
る
な
ど
、
元
末
の
混
乱
で
衰
退
し
た
海
外
貿
易
の
奨
励
を
図
っ
て
い
た
。

　

東
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
活
発
に
朝
貢
貿
易
を
行
っ
た
の
は
高
麗
で
あ
っ
た
。
高
麗
の
朝
貢
使
節
は
私
物
交

易
の
免
税
も
認
め
ら
れ
、
貨
物
の
大
半
を
私
物
が
占
め
た
と
さ
れ
、
朝
貢
船
に
同
行
す
る
商
船
の
貨
物
も
免
税
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

日
本
と
の
朝
貢
貿
易
は
高
麗
と
は
異
な
り
安
定
し
な
か
っ
た
が
、
洪
武
帝
は
日
明
間
の
民
間
貿
易
も
容
認
し
て
お
り
、
実
際
に
禅
僧
な

ど
が
日
本
の
使
節
船
の
ほ
か
、
商
船
に
同
乗
し
て
日
明
間
を
往
来
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

　

ま
た
南
シ
ナ
海
域
で
は
、
特
に
シ
ャ
ム
の
ア
ユ
タ
ヤ
朝
が
、
王
家
と
華
人
海
商
と
の
密
接
な
関
係
を
背
景
と
し
て
活
発
な
朝
貢
貿
易

を
行
っ
て
お
り
、
中
国
沿
岸
の
華
人
海
商
や
、
ム
ス
リ
ム
海
商
も
南
海
貿
易
に
従
事
し
て
い
る
。
特
に
三
仏
斉
か
ら
は
大
量
の
胡
椒
が

輸
入
さ
れ
て
お
り
、
朝
貢
船
の
附
帯
貨
物
や
、
市
舶
司
が
関
税
と
し
て
徴
収
し
た
胡
椒
は
、
西
北
辺
境
へ
の
軍
糧
納
入
の
代
価
に
も
充

て
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
洪
武
初
年
に
は
朝
貢
貿
易
・
市
舶
貿
易
の
双
方
で
、
東
・
南
シ
ナ
海
域
で
は
活
発
な
海
上
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し

か
し
洪
武
七
年
九
月
に
い
た
り
、
洪
武
帝
は
明
州
・
泉
州
・
広
州
の
三
市
舶
司
を
廃
止
す
る
。
そ
の
政
策
意
図
に
つ
い
て
、
大
隅
晶
子

三
六
七
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は
そ
れ
ま
で
も
海
禁
令
に
よ
り
中
国
商
船
の
海
外
渡
航
を
禁
じ
て
い
た
が
、
市
舶
司
廃
止
に
よ
り
外
国
商
船
の
来
航
も
不
可
能
と
な
り
、

民
間
貿
易
が
全
面
的
に
禁
じ
ら
れ
た
と
説
く
）
75
（

。
一
方
、
檀
上
寛
は
海
禁
令
の
も
と
で
も
市
舶
司
を
通
じ
た
海
外
貿
易
は
認
め
ら
れ
て
い

た
が
、
洪
武
七
年
の
市
舶
司
廃
止
に
よ
り
、
外
国
商
船
の
来
航
・
中
国
商
船
の
海
外
渡
航
が
と
も
に
禁
止
さ
れ
、
全
面
的
海
禁
が
成
立

し
た
と
論
じ
る
）
76
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
岩
井
茂
樹
は
洪
武
七
年
の
三
市
舶
司
廃
止
以
後
も
、
民
間
の
海
外
貿
易
は
許
さ
れ
て
お
り
、
市
舶
司
に
代
わ
り
地
方

官
府
が
貿
易
管
理
を
担
っ
た
と
推
定
す
る
。
し
か
し
洪
武
十
四
（
一
三
八
一
）
年
十
月
に
は
、
日
本
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
主
目
的
と
し

て
海
禁
令
を
強
化
し
、
民
間
の
海
外
貿
易
を
全
面
的
に
禁
じ
、
対
外
通
商
を
朝
貢
貿
易
に
一
元
化
し
た
と
論
じ
る
の
で
あ
る
）
77
（

。

　

岩
井
が
論
じ
る
よ
う
に
、
洪
武
三
年
の
黄
渡
市
舶
司
廃
止
の
後
も
、
太
倉
で
は
地
方
官
府
が
海
外
商
船
を
臨
検
し
て
南
京
に
送
っ
て

お
り
、
洪
武
七
年
の
三
市
舶
司
廃
止
後
も
、
地
方
官
府
が
外
国
船
の
管
理
を
担
っ
て
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し

か
し
管
見
の
か
ぎ
り
、
洪
武
七
年
九
月
の
三
市
舶
司
廃
止
か
ら
、
洪
武
十
四
年
十
月
の
海
禁
令
発
布
の
間
に
、
本
稿
で
紹
介
し
た
よ
う

な
民
間
商
船
に
よ
る
海
外
貿
易
の
事
例
は
、
中
国
商
船
の
渡
航
に
し
ろ
外
国
商
船
の
来
航
に
し
ろ
、
ま
っ
た
く
確
認
で
き
な
い
の
で
あ

る
）
78
（

。
こ
う
し
た
截
然
た
る
断
絶
を
、
史
料
の
残
存
状
況
だ
け
で
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
洪
武
七
年
の
三
市
舶
司

廃
止
に
よ
っ
て
、
一
般
人
民
の
海
外
渡
航
だ
け
で
は
な
く
、
国
内
外
の
海
商
に
よ
る
市
舶
司
を
通
じ
た
貿
易
も
含
め
、
全
面
的
海
禁
が

施
行
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。

　

洪
武
七
年
の
市
舶
司
廃
止
の
時
代
的
背
景
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
洪
武
五
年
を
転
機
と
す
る
、
明
朝
を
め
ぐ
る
対
外
関
係
の
緊
張
激

化
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
年
、
明
軍
は
モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
北
元
に
大
敗
を
喫
し
、
遼
東
で
も
納
哈
出
の
反
撃
に
よ
り
大
打
撃
を

三
六
八
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受
け
た
。
倭
寇
の
侵
攻
も
江
南
・
浙
江
近
海
に
拡
大
し
、
南
シ
ナ
海
域
で
も
海
寇
が
激
化
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
内
陸
・
海
域
辺
境
で

の
危
機
的
状
況
を
う
け
、
同
年
十
月
に
は
洪
武
帝
は
従
来
の
朝
貢
奨
励
策
を
一
変
し
、
高
麗
や
南
海
諸
国
の
朝
貢
の
抑
制
を
命
じ
、
洪

武
七
年
三
月
に
も
、
高
麗
や
南
海
諸
国
の
朝
貢
抑
制
を
か
さ
ね
て
命
じ
て
い
る
）
79
（

。

　

さ
ら
に
洪
武
九
（
一
三
七
六
）
年
五
月
、
洪
武
帝
は
「
秦
・
蜀
の
軍
民
を
禁
じ
、
西
番
に
入
り
て
互
市
す
る
を
得
る
毋
ら
し
む
」
と
、

陝
西
・
四
川
の
軍
民
が
、
西
番
（
中
央
ア
ジ
ア
・
チ
ベ
ッ
ト
）
に
赴
き
互
市
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
た
）
80
（

。
そ
の
後
も
内
陸
ア
ジ
ア
の
商
人
が

中
国
に
赴
い
て
交
易
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
た
が
）
81
（

、
西
北
辺
境
に
比
べ
て
、
倭
寇
や
海
寇
な
ど
の
治
安
問
題
が
よ
り
深
刻
で
あ
っ

た
東
南
沿
海
で
は
、
華
人
商
船
の
出
航
と
と
も
に
海
外
商
船
の
来
航
も
禁
じ
ら
れ
、
全
面
的
海
禁
が
施
行
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
岩
井
が
詳
論
す
る
よ
う
に
、
洪
武
十
四
年
に
は
日
本
と
の
関
係
悪
化
を
受
け
て
、
か
さ
ね
て
海
禁
令
を
発
し
、
海
禁
の
徹
底
と

海
洋
統
制
の
強
化
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
洪
武
五
年
を
転
機
と
し
た
朝
貢
・
海
禁
体
制
の
成
立
過
程
や
そ
の
後
の
動
向
、

お
よ
び
『
太
明
律
』
の
規
定
や
明
朝
の
経
済
政
策
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

註（1
）　

大
隅
晶
子
「
明
代
洪
武
帝
の
海
禁
政
策
と
海
外
貿
易
」（『
山
根

幸
夫
教
授
退
休
記
念
明
代
史
論
叢
』
上
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇

年
）、
佐
久
間
重
男
『
日
明
関
係
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
二
年
。
以
下
、
佐
久
間
『
日
明
関
係
史
』
と
略
称
）
序
論
「
明
代

の
対
外
方
針
」、
曹
永
和
「
試
論
明
太
祖
的
海
洋
交
通
政
策
」（『
中
国

海
洋
史
論
集
』
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
二
〇
〇
〇
年
）。
ま
た
李
慶
新

『
明
代
海
外
貿
易
制
度
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

第
二
章
「
明
前
期
朝
貢
貿
易
及
其
管
理
体
系
」
な
ど
、
明
代
海
外
貿

易
の
専
著
に
お
い
て
朝
貢
・
海
禁
体
制
を
論
じ
た
研
究
も
多
い
。

（
2
）　

檀
上
寛
『
明
代
海
禁=

朝
貢
シ
ス
テ
ム
と
華
夷
秩
序
』（
京
都
大

学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
。
以
下
、
檀
上
『
華
夷
秩
序
』
と
略

三
六
九
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称
）
第
一
部
「
明
朝
と
海
禁
＝
朝
貢
シ
ス
テ
ム
」。

（
3
）　

岩
井
茂
樹
『
朝
貢
・
海
禁
・
互
市　

近
世
東
ア
ジ
ア
の
貿
易
と

秩
序
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
。
以
下
、
岩
井
『
朝

貢
・
海
禁
』
と
略
称
）
第
二
章
「
貿
易
の
独
占
と
明
の
海
禁
政
策
」。

（
4
）　

榎
本
渉
『
東
ア
ジ
ア
海
域
と
日
中
交
流　
　

九
〜
一
四
世
紀

　
　

』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
。
以
下
、
榎
本
『
日
中
交
流
』

と
略
称
）
第
三
部
第
一
章
「
一
四
世
紀
後
半
、
日
本
に
渡
来
し
た

人
々
」。

（
5
）　

以
下
、
お
も
に
高
栄
盛
『
元
代
海
外
貿
易
研
究
』（
四
川
人
民
出

版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
る
。

（
6
）　

岩
井
『
朝
貢
・
海
禁
』
七
五
〜
八
五
頁
で
は
、『
元
史
』
巻
九
十

四
、
食
貨
志
二
、
市
舶
の
記
事
に
よ
り
、
海
禁
令
に
よ
る
民
間
貿
易

の
禁
止
が
元
代
前
半
の
基
調
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
『
元
史
』

市
舶
の
記
事
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
高
栄
盛
前
掲

書
、
五
〜
三
五
頁
の
見
解
に
従
う
。

（
7
）　

元
末
の
海
外
貿
易
と
方
国
珍
の
乱
に
つ
い
て
は
、
檀
上
寛
「
方

国
珍
海
上
勢
力
と
元
末
明
初
の
江
浙
沿
海
地
域
社
会
」（『
東
ア
ジ
ア

海
洋
域
圏
の
史
的
研
究
』
京
都
女
子
大
学
、
二
〇
〇
三
年
）、
榎
本

『
日
中
交
流
』
第
二
部
第
二
章
「
元
末
内
乱
期
の
日
元
交
通
」
な
ど
を

参
照
。

（
8
）　John W

. C
haffee, The M

uslim
 M

erchants of Prem
odern C

hi-

na: The H
istory of a M

aritim
e Asian Trade D

iaspora, 750–1400, 

C
am

bridge U
niversity Press, 2018, pp. 157–161.

（
9
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
七
十
、
洪
武
四
年
十
二
月
丙
戌
条
。『
太
祖
実

録
』
の
記
事
の
多
く
は
先
行
研
究
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に

必
要
な
場
合
以
外
は
、
煩
を
避
け
て
逐
一
注
記
し
な
い
。

（
10
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
七
十
、
洪
武
四
年
十
二
月
乙
未
条
。

（
11
）　

曹
永
和
前
掲
「
試
論
明
太
祖
的
海
洋
交
通
政
策
」、
檀
上
『
華
夷

秩
序
』
第
一
章
「
明
初
の
海
禁
と
朝
貢　
　

明
朝
専
制
支
配
の
理
解

に
寄
せ
て　
　

」。

（
12
）　

蘭
秀
山
の
乱
に
つ
い
て
は
、
藤
田
明
良
「「
蘭
秀
山
の
乱
」
と
東

ア
ジ
ア
の
海
域
世
界　
　

一
四
世
紀
の
舟
山
群
島
と
高
麗
・
日
本

　
　

」（『
歴
史
学
研
究
』
六
九
八
号
、
一
九
九
七
年
）、
陳
波
「
蘭
秀

山
の
乱
と
明
初
海
運
の
展
開
」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
九
号
、

二
〇
一
一
年
）
な
ど
参
照
。

（
13
）　

池
内
宏
「
高
麗
辛
禑
朝
に
於
け
る
鉄
嶺
問
題
」（『
満
鮮
史
研
究
』

中
世
第
三
冊
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）
二
五
一
〜
二
五
三
頁
。

（
14
）　

榎
本
『
日
中
交
流
』
一
七
七
〜
一
八
〇
頁
。

（
15
）　

陳
波
前
掲
「
蘭
秀
山
の
乱
と
明
初
海
運
の
展
開
」
九
四
〜
一
〇

一
頁
。

（
16
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
七
十
六
、
洪
武
五
年
九
月
己
未
条
。

（
17
）　

大
隅
晶
子
「
明
初
洪
武
期
に
お
け
る
朝
貢
に
つ
い
て
」

三
七
〇
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（『M
U

SEU
M

』
三
七
一
号
、
一
九
八
二
年
）
二
三
〜
二
四
頁
。

（
18
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
四
十
五
、
洪
武
二
年
九
月
壬
子
条
。

（
19
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
二
百
四
十
五
、
洪
武
三
十
年
八
月
丙
午
条
。

（
20
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
二
十
八
下
、
呉
元
年
十
二
月
是
月
条
。

（
21
）　

高
栄
盛
前
掲
『
元
代
海
外
貿
易
研
究
』
一
六
四
〜
一
六
八
頁
。

（
22
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
十
二
、
癸
卯
歳
閏
三
月
丁
丑
条
。

（
23
）　

榎
本
渉
『
僧
侶
と
海
商
た
ち
の
東
シ
ナ
海
』（
講
談
社
、
二
〇
二

〇
年
）
二
〇
八
〜
二
二
〇
頁
。

（
24
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
四
十
九
、
洪
武
三
年
二
月
甲
戌
条
。

（
25
）　

鄭
暁
『
今
言
』
巻
三
、
二
百
八
。

（
26
）　

佐
久
間
『
日
明
関
係
史
』
五
二
頁
、
檀
上
『
華
夷
秩
序
』
七
八
・

八
三
頁
な
ど
。

（
27
）　

岩
井
『
朝
貢
・
海
禁
』
九
四
頁
。

（
28
）　

王
彛
『
王
常
宗
集
』
補
遺
「
送
朱
道
山
還
京
師
序
」。

（
29
）　

高
栄
盛
前
掲
『
元
代
海
外
貿
易
研
究
』
一
二
二
〜
一
二
六
頁
、

四
日
市
康
博
「
元
朝
南
海
交
易
経
営
考　
　

文
書
と
銭
貨
の
流
れ
か

ら　
　

」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
30
）　

王
彛
『
王
常
宗
集
』
続
補
遺
「
泉
州
両
義
士
伝
」。
陳
高
華
「
元

代
泉
州
舶
商
」（『
元
史
研
究
論
稿
』
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）、
榎

本
『
日
中
交
流
』
二
五
五
頁
参
照
。

（
31
）　

顧
嗣
立
『
元
詩
選
』
三
集
、
陸
仁
「
金
石
交
為
孫
陳
二
義
士
賦
」。

（
32
）　

陳
高
華
前
掲
「
元
代
泉
州
舶
商
」
四
三
〇
頁
、
榎
本
『
日
中
交

流
』
二
五
五
頁
。

（
33
）『
太
祖
実
録
』
巻
四
十
二
、
洪
武
二
年
五
月
癸
丑
条
。

（
34
）　

洪
武
初
年
の
高
麗
・
明
朝
関
係
に
つ
い
て
は
、
末
松
保
和
「
麗

末
鮮
初
に
お
け
る
対
明
関
係
」（『
高
麗
朝
史
と
朝
鮮
朝
史
』
末
松
保

和
朝
鮮
史
著
作
集
五
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
一
三
六
〜
一

七
一
頁
参
照
。
ま
た
最
近
の
研
究
と
し
て
、D

avid M
. R

obinson, 

“R
ethinking the Late K

oryŏ in an International C
ontext,” K

orean 

Studies, vol. 41, 2017

が
あ
る
。

（
35
）　

大
隅
前
掲
「
明
初
洪
武
期
に
お
け
る
朝
貢
に
つ
い
て
」
二
三
〜

二
四
頁
。

（
36
）　

洪
武
初
年
の
高
麗
の
朝
貢
貿
易
に
つ
い
て
は
、
須
川
英
徳
「
高

麗
後
期
に
お
け
る
商
業
政
策
の
展
開　
　

対
外
関
係
を
中
心
に　
　

」

（『
朝
鮮
文
化
研
究
』
四
号
、
一
九
九
七
年
）
三
四
〜
三
九
頁
参
照
。

（
37
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
五
十
七
、
洪
武
三
年
十
月
丁
巳
条
。

（
38
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
六
十
二
、
洪
武
四
年
三
月
己
亥
条
。

（
39
）　
『
高
麗
史
節
要
』
巻
三
十
三
、
辛
禑
四
、
禑
王
十
四
年
六
月
条
。

須
川
前
掲
「
高
麗
後
期
に
お
け
る
商
業
政
策
の
展
開
」
三
七
頁
参
照
。

（
40
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
六
十
八
、
洪
武
四
年
九
月
丁
丑
条
。

（
41
）　
『
吏
文
』
巻
二
「
蘭
秀
山
叛
賊
干
連
人
高
伯
一
発
回
咨
」。
藤
田

前
掲
「「
蘭
秀
山
の
乱
」
と
東
ア
ジ
ア
の
海
域
世
界
」
二
九
頁
参
照
。

三
七
一
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（
42
）　
『
高
麗
史
』
巻
四
十
三
、
恭
愍
王
世
家
六
、
恭
愍
王
二
十
一
年
五

月
甲
戌
条
。『
高
麗
史
節
要
』
巻
二
十
九
、
恭
愍
王
二
十
一
年
六
月

条
。
藤
田
前
掲
論
文
二
九
頁
参
照
。

（
43
）　
『
高
麗
史
』
巻
四
十
四
、
恭
愍
王
世
家
七
、
恭
愍
王
二
十
二
年
七

月
壬
子
条
。

（
44
）　

村
井
章
介
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中
世
日
本
』（
校
倉
書
房
、
一
九

八
八
年
）
第
二
部
IV
「
日
明
交
渉
史
の
序
幕　
　

幕
府
最
初
の
遣
使

に
い
た
る
ま
で　
　

」、
佐
久
間
『
日
明
関
係
史
』
第
一
編
第
一
章

「
明
初
の
日
中
関
係
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題　
　

洪
武
帝
の
対
外
政

策
を
中
心
と
し
て　
　

」。

（
45
）　

伊
藤
松
『
隣
交
徴
書
』
三
篇
巻
一
、
克
勤
「
致
延
暦
寺
座
主
書

并
別
幅
」。

（
46
）　

村
井
前
掲
「
日
明
交
渉
史
の
序
幕
」
二
四
五
〜
二
四
七
頁
。

（
47
）　

岩
井
『
朝
貢
・
海
禁
』
一
〇
四
〜
一
〇
六
頁

（
48
）　
『
高
皇
帝
御
製
文
集
』
巻
十
六
、
雑
著
「
設
礼
部
問
日
本
国
将

軍
」。

（
49
）　

義
堂
周
信
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
巻
一
、
応
安
元
年
十
二
月

十
七
日
条
。
榎
本
『
日
中
交
流
』
第
三
部
第
一
章
「
一
四
世
紀
後
半
、

日
本
に
渡
来
し
た
人
々
」
二
一
七
〜
二
一
九
頁
。

（
50
）　

榎
本
『
日
中
交
流
』
二
二
一
〜
二
二
六
、
二
六
一
頁
。

（
51
）　

義
堂
周
信
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
巻
一
、
応
安
三
年
十
一
月

三
日
条
。
檀
上
前
掲
「
方
国
珍
海
上
勢
力
と
元
末
明
初
の
江
浙
沿
海

地
域
社
会
」
一
八
四
〜
一
八
五
頁
参
照
。

（
52
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
五
十
、
洪
武
三
年
三
月
是
月
条
。

（
53
）　

義
堂
周
信
『
空
華
集
』
巻
十
五
「
文
渓
説
」。
榎
本
『
日
中
交

流
』
二
二
六
〜
二
二
七
頁
参
照
。

（
54
）　

榎
本
渉
「
入
元
日
本
僧
椿
庭
海
寿
と
元
末
明
初
の
日
中
交
流　
　

新
出
僧
伝
の
紹
介
を
兼
ね
て　
　

」（『
東
洋
史
研
究
』
七
〇
巻
二
号
、

二
〇
一
一
年
）
二
八
四
〜
二
八
八
頁
。

（
55
）　
『
大
日
本
史
料
』
第
六
篇
之
四
十
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

〇
年
）、
応
安
七
年
三
月
二
十
二
日
条
所
引
、『
雲
門
一
曲
』
三
二
二

頁
。

（
56
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
九
十
、
洪
武
七
年
六
月
乙
卯
条
。
村
井
前
掲

『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中
世
日
本
』
二
五
八
〜
二
六
一
頁
参
照
。
な
お
竹

貫
友
佳
子
「
日
明
交
流
と
天
界
寺　
　

日
本
国
僧
宗
嶽
等
に
つ
い
て

の
一
考
察　
　

」（『
禅
学
研
究
』
九
〇
号
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
宗

嶽
ら
は
天
界
寺
の
季
潭
宗
泐
に
南
浦
紹
明
語
録
の
序
文
執
筆
を
依
頼

す
る
た
め
、
遣
明
船
と
は
別
に
入
明
し
た
と
推
定
す
る
が
、
確
実
な

論
拠
は
な
く
、
彼
ら
が
正
式
な
使
節
員
で
は
な
く
と
も
、
遣
明
船
に

同
乗
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
57
）　

竹
貫
前
掲
「
日
明
交
流
と
天
界
寺
」
三
一
〜
四
〇
頁
。

（
58
）　

伊
藤
松
『
隣
交
徴
書
』
三
篇
巻
二
、
宗
泐
「
贈
日
本
僧
」。 三

七
二
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（
59
）　

曹
永
和
「
明
洪
武
朝
的
中
琉
関
係
」（
前
掲
『
中
国
海
洋
史
論

集
』
所
収
）
二
〇
九
〜
二
一
九
頁
。

（
60
）　

石
井
米
雄
「
タ
イ
の
中
世
国
家
像
」（
池
端
雪
浦
編
『
変
わ
る
東

南
ア
ジ
ア
史
像
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
港
市
国
家
ア

ユ
タ
ヤ
ー
」（
飯
島
明
子
・
小
泉
順
子
編
『
タ
イ
史
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
二
〇
年
）
一
五
〇
〜
一
六
二
頁
。

（
61
）　

藤
原
利
一
郎
「
明
初
に
お
け
る
暹
羅
と
の
交
渉
」（『
東
南
ア
ジ

ア
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
八
六
年
）
三
〜
一
六
頁
。

（
62
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
八
十
八
、
洪
武
七
年
三
月
癸
巳
条
。
檀
上
『
華

夷
秩
序
』
九
七
頁
、
註
（
28
）
で
は
本
条
に
よ
り
、
こ
の
時
点
で
朝

貢
貿
易
以
外
の
民
間
貿
易
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
説
く
が
疑
問
で
あ

る
。

（
63
）　

石
井
前
掲
「
タ
イ
の
中
世
国
家
像
」
一
三
四
〜
一
三
七
頁
、
同

前
掲
「
港
市
国
家
ア
ユ
タ
ヤ
ー
」
一
五
七
〜
一
六
一
頁
。

（
64
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
六
十
七
、
洪
武
四
年
七
月
乙
亥
条
。

（
65
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
五
十
五
、
洪
武
三
年
八
月
己
巳
条
。

（
66
）　

和
田
清
編
『
明
史
食
貨
志
訳
注
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
五
七
年
）

下
巻
、
八
四
七
〜
八
四
九
頁
。

（
67
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
七
十
九
、
洪
武
六
年
二
月
庚
辰
条
。

（
68
）　

山
田
憲
太
郎
『
東
亜
香
料
史
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一

九
七
六
年
）
三
〇
四
〜
三
〇
七
頁
。

（
69
）　

深
見
純
生
「
海
峡
の
覇
者
」（
石
井
米
雄
編
『
岩
波
講
座
東
南
ア

ジ
ア
史
2　

東
南
ア
ジ
ア
古
代
国
家
の
成
立
と
展
開
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
一
年
）。

（
70
）　

深
見
前
掲
「
海
峡
の
覇
者
」
一
三
六
〜
一
三
七
頁
、
山
﨑
岳
「
ム

ラ
カ
王
国
の
勃
興　
　

一
五
世
紀
初
頭
の
ム
ラ
ユ
海
域
を
め
ぐ
る
国

際
関
係　
　

」（
中
島
楽
章
編
『
南
蛮
・
紅
毛
・
唐
人　
　

一
六
・
一

七
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
海
域
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
四
六
〜

四
八
頁
。

（
71
）　

深
見
前
掲
「
海
峡
の
覇
者
」
一
三
六
〜
一
三
七
頁
、
山
﨑
前
掲

「
ム
ラ
カ
王
国
の
勃
興
」
四
六
頁
。

（
72
）　
『
高
皇
帝
御
製
文
集
』
巻
六
、
勅
「
命
中
書
西
河
等
処
中
糧
」。

（
73
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
四
十
四
、
洪
武
二
年
八
月
癸
未
条
。

（
74
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
百
二
十
一
、
洪
武
十
一
年
十
二
月
丁
未
条
。
同

書
巻
百
四
十
一
、
洪
武
十
五
年
正
月
乙
未
条
。

（
75
）　

大
隅
前
掲
「
明
代
洪
武
帝
の
海
禁
政
策
と
海
外
貿
易
」
五
〇
六

〜
五
一
六
頁
。

（
76
）　

檀
上
『
華
夷
秩
序
』
七
二
〜
九
〇
頁
、
一
三
七
〜
一
四
三
頁
。

（
77
）　

岩
井
『
朝
貢
・
海
禁
』
八
五
〜
一
二
四
頁
。

（
78
）　

榎
本
渉
も
、
洪
武
七
年
以
降
は
「
日
明
間
の
僧
侶
の
往
来
事
例

は
減
少
し
、
使
船
以
外
で
往
来
し
た
確
実
な
事
例
を
提
示
す
る
こ
と

は
で
き
な
く
な
る
」
と
指
摘
す
る
。
榎
本
『
日
中
交
流
』
二
三
三
頁
。

三
七
三
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（
79
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
七
十
六
、
洪
武
五
年
十
月
甲
午
条
。『
高
麗
史
』
巻

四
十
四
、
恭
愍
王
世
家
七
、
恭
愍
王
二
十
二
年
七
月
壬
子
条
。『
太
祖

実
録
』
巻
八
十
八
、
洪
武
七
年
三
月
癸
巳
条
。

（
80
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
百
六
、
洪
武
九
年
五
月
乙
卯
条
。

（
81
）　

岩
井
『
朝
貢
・
海
禁
』
七
二
〜
七
四
頁
。

（
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
准
教
授
）

三
七
四
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riod. The author then addresses the discussions in the White Tiger Hall held 

during the reign of Emperor Zhang, which were decisive for spreading the 

notion of decorum, and analyzes perceptions held regarding the military at the 

time based on Baihu Tong, which summarizes the results of those discussions. 

As described there, the philosophy of The Methods of Sima relates to “the 

principles in the Spring and Autumn Annals” and ideas in the weft texts. On 

the other hand, “military ritual” of the Han Dynasty had followed The Meth-

ods of Sima since the second half of the Former Han Period.

          The author concludes that Han perceptions from The Methods of Sima 

connected with “military ritual” and “the ritual regulations for meeting each 

other” determined the notion of decorum, which was developed during the 

Former Han period, and was then adopted by the Later Han Dynasty, leading 

to the bureaucratization of the military.

Ming Dynasty Maritime Trade during the Early Reign of Emperor Hongwu

before the Unification of the Tribute Trade and Maritime Restrictions

NAKAJIMA Gakusho

          This article discusses the development of maritime trade during the ear-

ly reign of Emperor Hongwu 洪武, spanning the firm establishment of the 

Ming Empire in 1368 and the abolition of the Maritime Trade Supervisorates 

(shibosi 市舶司) in 1374, by examining the Chinese, Korean and Japanese 

primary sources. Emperor Hongwu repeatedly issued maritime restriction 

edicts and strictly prohibited private maritime voyages shortly after his en-

thronement, probably in response to the revolts of maritime bandits of Lanxiu-

shan 蘭秀山 in the Zhoushan Islands. In late 1371, Hongwu again issued a 

maritime restriction edict to protect the imperial fleet carrying provisions for 

the military campaign in Liaodong 遼東. Thereafter, he ordered strict mari-

time restrictions along the Zhejiang 浙江 coast, not allowing even fishing 
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boats to sail the high seas.

          On the other hand, Hongwu proactively dispatched envoys to neighbor-

ing countries immediately after his enthronement, in order to persuade them to 

conduct tribute trade with his court. In addition, he established Maritime Trade 

Supervisorates in all the main trading ports, entrusting to them the regulation 

of private trading ships and the collection of custom duties. He also encour-

aged private sector maritime trade, such as accepting “contributions” from the 

merchants in Quanzhou 泉州.

          Among its neighbors, the Goryeo 高麗 Kingdom was particularly active 

in promoting the tribute trade; and Hongwu reciprocated by recognizing duty 

exemptions for Goryeo envoys and the private traders accompanying their 

tribute ships, resulting the bulk of commodities brought from Goryeo being 

carried in private bottoms. On the other hand, disputes over the tribute trade 

with Japan could not be settled despite Hongwu’s efforts to negotiate a settle-

ment with the Muromachi Shogunate. This did not prevent many Japanese, 

especially Zen monks, from traveling to China on the trading ships that did 

sail between the two countries.

          Among the countries of Southeast Asia, the Kingdom of Ayutthaya vig-

orously promoted the tribute trade, given the close relations between the Thai 

royal house and Chinese immigrants. Furthermore, the fact that Hongwu 

ordered the voluminous amount of pepper imported from the Sanfoqi 三佛齊 

(Strait of Malay region) to be allotted for purchasing provisions for Chinese 

garrisons along the northwest border reveals the huge scale of the Southseas 

(Nanhai 南海) trade being conducted by tribute and other trading ships at that 

time.

          Since no records of private maritime trade between the Ming Dynasty 

and its neighbors can be found after the abolition of the three Maritime Trade 

Supervisorates on late 1374, it is highly probable that the consolidation of the 

Tribute Trade and the Maritime Restrictions system came about at that mo-

ment, exacerbated by rising diplomatic and military tensions along the inland 

and maritime borders of the Ming Empire. Then in 1376, Hongwu also prohib-
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ited foreign trade along the northwestern border, resulting in the greater part of 

both maritime and inland foreign commerce being subsumed under the tribute 

trade system.

Vietnamese Genealogy as an Informed Source on Fengshui Discourse

during the 19th Century: Records of the Doan Family of

Huu Thanh Oai near Hanoi

JO Ho-yeon

          This article attempts to show that the social and political characteristics 

of Vietnamese fengshui 風水 are truly informed by genealogical sources, 

which were written by same Confucian scholars as the theoretical texts of 

fengshui for promoting their ancestors to gain their favor, thus reflecting 

socio-political reality.

          The Doan Family (Đoàn tộc 段族) from Huu Thanh Oai 右淸威 com-

mune, which differs from the widely researched aristocratic elite founders of 

state politics and rural communities, in that its influence stemmed from its 

relationship to the Court of Trinh Lords (Trịnh vương phủ 鄭王府) during the 

18th century and became the first elite to establish itself through the 19th cen-

tury state examination system. The Doan family’s genealogy, Đoàn tộc phả 段
族譜, was written by a member who had passed the local examination; and for 

that reason contains no reference to imperial edicts (letters of appointment) or 

legends regarding the family as pioneering actors in state or village origins. 

Instead, the Doan family genealogy is designed to strengthen family bonds 

through fengshui practices, the rich description of which traces the appearance 

of fengshui in Vietnam at that time.

          Đoàn tộc phả informs us of three characteristic features of early modern 

Vietnamese fengshui, the first of which is that while the original fengshui mas-

ters were Chinese “Northern people” (bắc nhân 北人), native Vietnamese 
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